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青森市野木遺跡のまとめ
　－竪穴住居跡について－

中　嶋　友　文　

１　はじめに

  青森市に所在する野木遺跡は、青森中核工業団地造成に伴い１９９５～９８年に当センターによって調査

（青森県：１９９８，１９９９，２０００，青森市：２００１）が実施され、古代の大規模な集落跡が検出された。な

かでも９世紀後半～１０世紀前半にかけての多数の竪穴住居跡とともに、膨大な遺物が出土したが、時

間的余裕がないこともあって十分な考察ができないままに報告書が刊行された。そこで報告書で触れ

られなかった点について若干の再検討を加えることとし、今回は竪穴住居跡について分析するもので

ある。

野　木　遺　跡（南から）
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２　遺跡の概要（図１・２）

　野木遺跡は、青森市南西部を流れる荒川支流の牛舘川と合子沢川に挟まれた標高約４０～９０ｍの北か

ら南にかけてなだらかな丘陵地に立地し、北端部を沖積地である平野部に接している。遺跡の範囲は

南側に広がるものの、平安時代の竪穴住居跡約３００軒、土坑、溝状遺構、畠跡（畝状遺構）、道跡（階

段状遺構）、水場遺構、便所跡（周りに溝と柱穴をもつ土坑）、焼成遺構（土師器の焼成が行われた土

坑）など、ほぼ一つの集落の主要部を調査したといえる。出土した遺物のほとんどが竪穴住居跡と水

場遺構からのもので、平安時代の土師器と須恵器を中心に、石製品、鉄製品、鉄滓、羽口などのほか

５００点以上の木製品が段ボール箱で約８００箱分出土している。
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図１　遺跡位置図
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３　竪穴住居跡について

　１９９７年と１９９８年の調査（発掘調査面積約２７,６００㎡）により検出された平安時代の竪穴住居跡は３ ４４軒 
(注１）

である。住居跡の平面形・規模、主軸方位、壁溝の有無、柱穴の配置、カマドの位置・煙道部の断面

形、火山灰の堆積状況、付属施設について、それぞれまとめてみる。

［平面形・規模］（図３・４）

　平面形は住居跡の中心部での東西及び南北の長さを計測し、それらの数値差が１０％以内を方形、

１０％以上を長方形とした。その結果、平面形が推定できる２７３軒中、１９７軒（７２％）が方形として捉え

られる。他の遺構との重複や撹乱・削平のほか傾斜地により斜面下方の立ち上がりを捉えることがで

きないものもあるが、ほぼ方形を基本とした一般的な平安時代の住居形態といえる。

　規模は、東西あるいは南北の壁面の長さが最小１.８ｍ（第３２３号住居跡）から最大９.８ｍ（第７０２号住

居跡）まで様々であるが、一辺３ｍ前後と５～６ｍに集中する傾向がみられる。また、床 面積 を計測
（注２）

できた２６９軒の平均は１９.９㎡で、１辺約４.５ｍ前後と推定され、床面積が１０㎡未満（２８％）の小型住居

跡が集落内の３割ほど存在すると同時に、５０㎡を超える大型住居跡（４％）もみられる。

［主軸方位］（図５）

　カマドの構築されている辺と直交する軸を主軸方位とした。その結果は、Ｎ-７５°- Ｅ～Ｎ-９０°- Ｅと

Ｎ- ５°- Ｗ～Ｎ-４５°- Ｗの方向に集中する。住居跡の大部分は平坦面を中心にして東斜面に構築されて

おり、北東方向や西方向に軸をもつ住居跡がみられないことから、遺跡の地理的 要因 によって軸の方
（注３）

図２　遺構配置図
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ある。斜面の上位方向に掘りこまれ、腰板を付設し、壁の崩落や土砂の流入などを防いでいたと考え

られる。壁溝を持たない住居跡も何らかの防止策があったと思われるが、今回の調査等からは分から

なかった。

［柱穴の配置］（図６）

　住居跡内で検出されるピットの用途は柱穴、貯蔵穴などが考えられるが、その中には、用途が判断

できないピットが多々みられる。残存状態が良好で柱痕を確認できるピットは極めて少ない。柱穴は
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向が決定されていたことが考えられる。本遺跡の北側には、青森市教育委

員会で調査した野木遺跡（青森市：２００１）が隣接し、本遺跡と同様にカマ

ドの主軸方向であるが東から南に集中する傾向がみられる。

［壁溝の有無］

　壁溝が一巡あるいは部分的に確認できた住居跡は２１０軒で全体の６４％で

図３　住居跡の平面形

図４　住居跡の床面積

壁溝とともに竪穴住居の上屋を構築するために

必要な施設の痕跡であり、その配置は様々であ

る。

　主柱穴の検出された８３軒（２６％）の住居跡に

ついて、その配置の状況からＡ～Ｆ類に分類し

て みた 。
（注４）

　Ａ類　主柱穴のないもの

　Ｂ類　主柱穴の４本が中央部に配置されるも図５　主軸方位
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　　　　の

　Ｃ類　主柱穴の４本が四隅に配置されるもの（壁際に数本配置されるものも含める）

　Ｄ類　４本の主柱穴のうち２本がカマド側の壁に接して配置されるもの

　Ｅ類　４本の主柱穴のうち２本がカマド側の壁に接し、四隅にも柱穴が配置されるもの（Ｃ類＋Ｄ

　　　　類）

　Ｆ類　４本の主柱穴と四隅の柱穴のほかに各壁際にも数本、柱穴が配置されるもの

図６　住居跡の柱穴配置

　これらの柱穴配置は重複等から時期的にみれ

ば、Ｂ類→Ｄ類→Ｆ類の順に新しくなる。また、

調査区中央部から唯一礎石をもつ竪穴住居跡

（第３６３号住居跡）が検出された。礎石をもつ

平安時代の竪穴住居跡は北海道・東北地方には

みられず、中部地方の長野県を中心にごく一部

の地域に分布することから、本遺跡とそれらの

地域との何らかの関連性があると思われる。

［カマドの位置・煙道部の断面形態］（図７・８）

　カマドの位置については、確認できた２８９基の

うち、南壁に構築されたものが最も多く全体の

６９％、次いで東壁が２７％を占める。さらに、南

壁に構築された１８５基のうち８１％が西側に偏っ

ており、これから住居跡を構築する上でカマド

の位置は、主軸方位と同じように地理的要因や住居跡の構造などから、何らかの制約があったと考え

られる。一般的にカマドの構築される位置を時期的にみれば、東壁から南側、中央から西寄りに移行

している。

　また、住居の廃絶に伴うカマドの破壊行為が、同時期の他の遺跡同様に本遺跡でもみられるため、

残存するカマド煙道部の断面形態によってＡ～Ｅ類に分類して みた 。
（注５）

　Ａ１類　煙道部が地山を刳り貫き、火床面から水平に延び、煙出部でほぼ垂直に立ち上がるもの

　　２類　煙道上面を粘土で覆い、火床面から水平に延び、煙出部でほぼ垂直に立ち上がるもの

　Ｂ類　煙道部が地山を刳り貫き、煙出部底面にピットを持ち垂直に立ち上がるもの

　Ｃ類　煙道部が長く緩やかに立ち上がるもの

　Ｄ類　煙道部が短いためやや急に立ち上がるもの

　住居跡やカマドの重複などから、Ｂ類→Ａ類→Ｃ類→Ｄ類の順で時期が新しくなる傾向がみられる。

しかし、すべてに当てはまるわけでなく当然ではあるが一部に例外も存在している。

図７　カマド方位
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　また、カマドの芯材や支脚には、一般的な土師器の甕や礫のほ

か、焼成粘土板や口径の大きい 羽口 を用いているのも本遺跡にお
（注６）

けるカマド構築上の特徴といえる。

［降下火山灰の堆積状況］

　遺構内の堆積土から確認された降下火山灰は、灰白色の十和田

ａ火山灰と黄褐色の白頭山－苫小牧火山灰の２種類で、竪穴住居

跡とそれらを囲む柵列、柱穴と考えられるピット集中区域、畠跡

（畝状遺構）、便所遺構、水場遺構などから検出されている。両

火山灰の降下時期は、１０世紀初頭～１０世紀 前半 と推定されている。
（注７）

火山灰が確認された住居跡は１１４軒（うち６軒は不明火山灰）で、

堆積状況を考えずに十和田ａ火山灰がのみが堆積している住居跡

は３２軒、白頭山－苫小牧火山灰のみは６３軒、両方の火山灰が１３軒

検出されている。少なくともこの１０８軒は、火山灰降下以前に廃

絶された住居跡と考えられる。

［付属施設］

　住居跡に付随する施設として床面にロクロピットを持つ住居跡

（第３１９号 ･第３２４号 ･第３４７号 ･第４７８号 ･第４８６号 ･第７０２号住居

跡）が検出された。調査時は３軒であったが、その後ピットの断

面等を改めて見直した結果、新たに３軒のピットがロクロピット

の可能性が考えられ、それらの住居跡の周辺には、方形あるいは

中　嶋　友　文：青森市野木遺跡のまとめ�竪穴住居跡について�

やや長方形の焼成遺構も検出されていることからもロクロピットである可能性が高いと思われる。

　また、住居跡に伴う溝跡をもつ住居跡は１１軒検出され、いずれも斜面下方に向かって溝が掘られて

いることから、排水施設と思われる。張出し部を持っている住居跡は７軒（第３５８号Ａ ･第３５８号Ｂ ･

第３９６号Ａ ･第４６２号 ･第５０７号Ｃ ･第８３１号Ａ ･第９３９号住居跡）検出されたが、その用途等については

不明である。

　鍛冶施設が確認できた住居跡は第４２２号住居跡と第７０８号住居跡の２軒だけであるが、ほかに第３４６号

住居跡と第４２０号住居跡を含めた区域は、周辺のピットの状況から上屋を持った鍛冶遺構があったと考

えられる。それらの周辺の住居跡の覆土からは、多量の椀型鉄滓や羽口などが出土しており、廃絶さ

れた住居跡の窪みを捨て場所に用いていたと思われる。

４　まとめ

　野木遺跡の約３００軒の住居跡が同時期に存続していたのではなく、９世紀後半～１０世紀前半の幾つか

の時期に分かれて存在し、遺構配置図からみても自然発生的な集落というより、ある程度の計画性を

もって他の集落から移住してきたと考えられる。

　今後は集落の構成、住居跡と掘立柱建物跡との主軸方向の共通性、出土した遺物なども含めて、今

回触れることができなかった時期的な部分について再検討をしてみたいと思う。

  また、青森市周辺には、平安時代の住居跡を多数検出した遺跡が存在し、本遺跡の近くには朝日山

図８　カマドの断面形態
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遺跡、蛍沢遺跡、三内遺跡、近野遺跡などがあげられ、それらの集落との関連性を含めた比較検討も

必要であると思っている。

　筆者の力量不足から二年度にわたった報告書の住居跡一覧表を完成させたに終わってしまった感じ

がするが、あらためて他の人が調査した遺構をまとめる難しさを実感している。今後はこの反省を踏

まえて、見やすい、使いやすい、分かりやすい報告書を作成することに努めたいと思っている。　

　最後に本稿をまとめるにあたり、成田誠治氏、福田友之氏、成田滋彦氏には種々ご教示いただき、

この場を借りて感謝申し上げたい。

（注１）あくまでも報告書に記載されている軒数であって、調査担当者の解釈によって拡張や重複に違いがみられ、住

居跡をＡ・Ｂに分類したものでも単純に拡張の場合もあれば、重複のものも存在している。また、カマドを持

たない竪穴遺構も含まれている。

（注２）プラニメーターで３回計測した数値の平均値を表示している。

（注３）たとえば、夏のヤマセや冬の北西の季節風などを避けていたと考えられ、推測であるが夏と冬によって住居

を住み替えていたのかも知れない。

（注４）柱穴が確認された８３軒の住居跡以外に、主柱穴が住居の軸の中心線上に２本みられるものや中央に主柱穴の

４本配置されるもので、そのうちの１本が検出されずに３本ものなどは分類に加えなかった。

（注５）地下式、半地下式も煙道底面のみ検出された場合、区別がつきにくいため、煙道部の断面形で分類を試みた。

（注６）内径が３～５�の羽口が多く、より多くの空気を鞴から送風していたと考えられ、鉄生産遺構と関連がある

と思われる。

（注７）現時点での推定降下年代は十和田ａ火山灰が９１５年、白頭山-苫小牧火山灰が９２３～９３８年とする。
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南
壁
西
側

０
‐
Ａ

一
巡

２０
Ｎ
－
７
°
－
Ｗ

１３
.１

３
.６
×

(３
.６
)　

方
形

３０
４
＞
３０
５
＞
３４
０

３０
５

９
ｃ
中
葉
～
後
半
　
排
水
溝

B
-T
m
 (５

/８
)

Ｄ
－

Ｓ
－
１４

°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側

１１
‐
Ｄ

一
巡

５０
Ｎ
－
１３

°
－
Ｗ

３２
.４

５
.７
×
６
.０
　
方
形

３０
６

９
ｃ
中
葉

Ｄ
－

Ｓ
－
３０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２
‐
Ａ

一
巡

６５
Ｎ
－
３０

°
－
Ｗ

８
.５

３
.１
×
３
.２
　
方
形

３０
７

９
ｃ
後
半

Ｄ
－

Ｓ
－
１１

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

６
‐
Ａ

一
巡

５０
Ｎ
－
１５

°
－
Ｗ

１２
.７

３
.８
×
３
.８
　
方
形

３０
８

９
ｃ
中
葉
　
排
水
溝

T
o-
a
 (２

/５
)

Ｃ
－

Ｓ
－
１０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

３
‐
Ａ

－
４０

Ｎ
－
１８

°
－
Ｗ

５
.７

３
.２
×
２
.７
　
方
形

３０
９

９
ｃ
後
半
　
排
水
溝

Ｄ
礫

Ｓ
－
７
°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側

３
‐
Ａ

一
巡

３０
Ｎ
－
１０

°
－
Ｅ

９
.２

３
.２
×
３
.２
　
方
形

３１
０

９
ｃ
後
半

不
明

－
Ｓ
－
２５

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２
‐
Ａ

部
分

３０
Ｎ
－
１５

°
－
Ｗ

９
(３
.１
)
×
３
.３
　
方
形

３１
１

９
ｃ
前
半
～
中
葉

T
o-
a
 (２
・３
・６

/９
)

Ｂ
－

Ｓ
－
６
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２
‐
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

３０
Ｎ
－
１７

°
－
Ｗ

１８
.１

４
.３
×

(４
.５
)　

方
形

３１
２

１０
ｃ
前
半
　
支
脚
－
甕

(
ヘ
ラ
ナ
デ

)
B
-T
m
 (４
・５

/５
)

不
明

－
Ｅ
－
１３

°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

８
‐
Ａ

－
４０

Ｎ
－
７９

°
－
Ｅ

６
.７

２
.３
×
３
.４
　
長
方
形

３１
３
Ａ
＞
３１
３
Ｂ

３１
３
Ａ

９
ｃ
前
半

Ｂ
－

Ｅ
－
４
°
－
Ｎ
　
東
壁
中
央

１
‐
Ａ

－
３０

Ｎ
－
８７

°
－
Ｗ

２０
.５

４
.７
×
４
.６
　
方
形

３１
３
Ａ
＞
３１
３
Ｂ

３１
３
Ｂ

９
ｃ
後
半

不
明

－
Ｓ
－
１３

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

５
‐
Ａ

－
３０

Ｎ
－
１９

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

３１
４

９
ｃ
前
半

Ｃ
－

Ｅ
－
２０

°
－
Ｓ
　
東
壁
南
側

３
‐
Ａ

－
６０

Ｎ
－
６８

°
－
Ｗ

１１
３
.５
×
３
.６
　
方
形

３１
５

９
ｃ
後
半

－
－

　
　
－

０
‐
Ａ

－
５０

Ｎ
－
１５

°
－
Ｗ

３
.４

２
.１
×
２
.６
　
長
方
形

竪
穴
遺
構

３１
６

９
ｃ
中
葉
～
後
半
　
カ
マ
ド
直
下
に
Ａ
１
の
掘
り
込
み

T
o-
a
 (１
・２

/６
)

Ｃ
－

Ｓ
－
１５

°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

７
‐
Ａ

部
分

４５
Ｎ
－
１５

°
－
Ｗ

６
２
.６
×
２
.８
　
方
形

３１
７

欠
番

３１
８

９
ｃ

中
葉
～
後
半
　
ロ
ク
ロ
ピ
ッ
ト

(P
it１
)　

焼
失
家
屋
 支

脚
－
甕

(ヘ
ラ
ナ
デ

)
T
o-
a
 (１
・２

/８
)

Ｂ
－

Ｓ
－
３
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２
‐
Ａ

一
巡

４０
Ｎ
－
９
°
－
Ｗ

６
.８

２
.４
×
３
.２
　
長
方
形

３１
９

９
ｃ
前
半

Ｃ
礫

Ｅ
－
２
°
－
Ｓ
　
東
壁
北
側

３
‐
Ａ

－
５０

Ｎ
－
８８

°
－
Ｅ

１６
.８

４
.１
×
４
.６
　
長
方
形

３２
０

９
ｃ
前
半
　
支
脚
－
甕

(
砂
底

)
Ａ
２

－
Ｅ
－
３
°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

９
‐
Ａ

－
４５

Ｎ
－
８７

°
－
Ｅ

７
.１

２
.９
×
２
.９
　
方
形

３２
１

９
ｃ
前
半
～
中
葉
　
排
水
溝

B
-T
m
 (２

/８
)

不
明

礫
　
　
不
明
　
　
　
東
壁
北
側

１４
‐
Ｄ

一
巡

４５
Ｎ
－
８５

°
－
Ｅ

２２
.２

４
.９
×
４
.８
　
方
形

３２
２
＞
３４
１

３２
２

９
ｃ
前
半
　
支
脚
－
坏

(
底
部
に
ヘ
ラ
記
号
「
×
」
)

B
-T
m
 (３
・４

/６
)

Ａ
１

－
Ｅ
－
８
°
－
Ｓ
　
東
壁
中
央

２
‐
Ａ

－
６０

Ｎ
－
８４

°
－
Ｅ

３
.５

２
.３
×
１
.８
　
長
方
形

３２
３

９
ｃ
中
葉
　

ロ
ク
ロ
ピ
ッ
ト

(P
it
２

)
Ｃ

礫
Ｓ
－
２０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

５
‐
Ａ

部
分

７０
Ｎ
－
１５

°
－
Ｗ

１２
.７

３
.２
×
４
.１
　
長
方
形

３２
４

９
ｃ
後
半

Ａ
２
？

－
Ｓ
－
２７

°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

１
‐
Ａ

部
分

３５
Ｎ
－
２３

°
－
Ｗ

４
.４

２
.３
×
２
.５
　
方
形

３２
５

９
ｃ
後
半
　
支
脚
－
甕

(
胴
部

)
不
明
火
山
灰

(１
・６

/１
１
)

Ａ
２

甕
Ｓ
－
２４

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

８
‐
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

４０
Ｎ
－
２６

°
－
Ｗ

１５
.５

３
.８
×
４
.３
　
長
方
形

３２
６

１０
ｃ
前
半

(
貼
床
下
に
火
床
面
拡
張
？

)　
支
脚
－
甕

(
ナ
デ
ツ
ケ

)
B
-T
m
 (２
・３

/１
０
)

Ｄ
羽
口

(１
０
)

Ｓ
－
３８

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２０
‐
Ｅ

ほ
ぼ
一
巡

８０
Ｎ
－
３８

°
－
Ｗ

３７
.２

６
.２
×
６
.４
　
方
形

３２
７

１０
ｃ
前
半

T
o-
a
 (２

/９
)

Ｄ
－

Ｓ
－
４１

°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

１１
‐
Ａ

－
５０

Ｎ
－
４１

°
－
Ｗ

７
.２

３
.０
×
３
.０
　
方
形

３２
８

９
ｃ
中
葉
～
後
半
　
支
脚
－
礫
の
上
に
甕

(
砂
底

)
B
-T
m
 (１

/１
０
) 
 T
o-
a
 (３
・４

/１
０
)

Ｂ
－

Ｓ
－
２０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１
‐
Ａ

一
巡

４０
Ｎ
－
２７

°
－
Ｗ

１３
.３

３
.９
×
３
.９
　
方
形

３２
９
＜
３３
５

３２
９

１０
ｃ
前
半
　
皿
類
が
出
土
　
支
脚
－
坏

(
内
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

)
T
o-
a
 (６

/１
５
)

Ｄ
羽
口

(
４

)
Ｓ
－
２３

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１
‐
Ａ

－
５５

Ｎ
－
２３

°
－
Ｗ

８
.９

３
.２
×
３
.３
　
方
形

３３
０

９
ｃ
後
半
　
支
脚
２
基

(
砂
底
・
ナ
デ
ツ
ケ

)
Ｄ

羽
口

(
６

)
Ｓ
－
１９

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

８
‐
Ｄ

一
巡

６０
Ｎ
－
１９

°
－
Ｗ

２５
.４

４
.８
×
５
.７
　
長
方
形

３３
１

９
ｃ
前
半

－
－

－
０
‐
Ａ

一
巡

４０
Ｎ
－
７
°
－
Ｗ

６
２
.７
×
２
.７
　
方
形

３３
４
＞
３３
２
＞
４１
８
　竪

穴
遺
構

３３
２

９
ｃ
前
半
～
中
葉
　
排
水
溝
　
支
脚

不
明

－
Ｅ
－
１０

°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

９
‐
Ｃ

ほ
ぼ
一
巡

６０
Ｎ
－
８０

°
－
Ｅ

３１
.４

５
.７
×
５
.７
　
方
形

３３
４
＞
３３
３
＞
４１
８

３３
３
Ａ

９
ｃ
前
半

不
明

－
Ｅ
－
１０

°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

９
‐
Ｃ

一
巡

  
  
－

Ｎ
－
８０

°
－
Ｅ

２５
.６

５
.０
×
５
.２
　
方
形

３３
３
Ａ
＞
３３
３
Ｂ

３３
３
Ｂ

９
ｃ
中
葉
～
後
葉
　
支
脚
-
礫
？

B
-T
m
 (５

/７
)

Ａ
１

－
Ｓ
－
１１

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

７
‐
Ｃ

一
巡

７０
Ｎ
－
８
°
－
Ｗ

１７
.８

４
.３
×
４
.５
　
方
形

３３
４
＞

3
3２
・
３３
３
＞
４１
８

３３
４

９
ｃ
後
半

B
-T
m
 (１

/１
２
) 
 T
o-
a
 (７
・８

/１
２
)

Ａ
２

礫
・
羽
口

(２
)

Ｓ
－
１９

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

６
‐
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

６５
Ｎ
－
２０

°
－
Ｗ

１７
.９

４
.４
×
５
.０
　
長
方
形

３３
５
＜
３２
９

３３
５

９
ｃ
前
半
～
中
葉
　
排
水
溝

Ｃ
－

Ｅ
－
４
°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

９
‐
Ｂ

ほ
ぼ
一
巡

６５
Ｎ
－
８６

°
－
Ｅ

３１
.１

５
.９
×
５
.９
　
方
形

３３
６

９
ｃ
前
半
？

Ｃ
－

Ｓ
－
１
°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側

　
－

－
－

－
－

　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

９
ｃ
前
半
～
中
葉

B
-T
m
 (２

/６
) 
 T
o-
a
 (６

/６
)

Ｄ
－

Ｅ
－
２７

°
－
Ｓ
　
東
壁
南
側

１２
‐
Ｃ

部
分

４５
Ｎ
－
６２

°
－
Ｗ

１０
.５

３
.０
×
３
.７
　
長
方
形

３３
７

９
ｃ
後
半
　
支
脚
－
甕
の
上
に
坏
が
重
な
る

Ａ
２

羽
口

(
２

)
Ｓ
－
１９

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

０
‐
Ａ

一
巡

４０
Ｎ
－
１８

°
－
Ｗ

７
.１

２
.６
×
２
.９
　
方
形

３３
８

９
ｃ
中
葉
　
排
水
溝
　

Ｄ
－

Ｓ
－
２０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

４
‐
Ａ

一
巡

５０
Ｎ
－
１９

°
－
Ｗ

１６
.３

４
.２
×
４
.３
　
方
形

３３
９

９
ｃ
中
葉
～
後
半
 支

脚
－
坏
　

P
it
に

T
o-
a
 

Ａ
１

－
Ｓ
－
４
°
－
Ｅ
　
南
壁
中
央

２
‐
Ａ

部
分

１５
Ｎ
－
５
°
－
Ｗ

７
.１

２
.７
×
２
.７
　
方
形

３４
０
＜
３０
５

３４
０

９
ｃ
中
葉
～
後
半
　
排
水
溝
　

B
-T
m
 (４
・６

/９
)

Ｄ
－

Ｅ
－
１０

°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

１５
‐
Ａ

部
分

９０
Ｎ
－
７８

°
－
Ｅ

１５
.９

３
.８
×
４
.６
　
長
方
形

３２
２
＞
３４
１
＞
３３
６

３４
１

１０
ｃ
後
半
～
中
葉

B
-T
m
 (４

/１
０
)

不
明

－
火
床
面
の
み
　
　
南
壁
西
側

３３
‐
Ｆ

－
６５

Ｎ
－
４２

°
－
Ｗ

５６
.１

(７
.２
)
×
７
.６
　
方
形

３４
２

９
ｃ
前
半

Ｃ
－

Ｅ
－
３
°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

５
‐
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

２０
Ｎ
－
８７

°
－
Ｅ

１０
.７

３
.３
×
３
.６
　
方
形

３４
３

１０
ｃ
前
半

Ｄ
－

Ｓ
－
５
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

７
‐
Ｃ

－
７０

Ｎ
－
８４

°
－
Ｅ

１１
.９

３
.４
×
３
.９
　
長
方
形

３４
４
＞
３４
５

３４
４

１０
ｃ
初
頭
　
排
水
溝
　

Ｄ
礫

Ｅ
－
８
°
－
Ｎ
　
東
壁
西
側

７
‐
Ａ

一
巡

６０
Ｎ
－
８５

°
－
Ｅ

１６
.７

４
.２
×
４
.２
　
方
形

３４
４
＞
３４
５

３４
５

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
初
頭
　
排
水
溝

－
－

　
　
　
　
－

１
‐
Ａ

－
３０

Ｎ
－
１
°
－
Ｗ

２
.２

１
.６
×
１
.７
　
方
形

竪
穴
遺
構

３４
６

１０
ｃ
初
頭
　
ロ
ク
ロ
ピ
ッ
ト
（
P
it６
）

T
o-
a
 (６

/８
)　

B
-T
m
 (４

/８
) 

Ｃ
礫

Ｓ
－
２１

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

３０
‐
Ｆ

－
６５

Ｎ
－
２５

°
－
Ｗ

４７
.６

７
.０
×
７
.１
　
方
形

３４
７
＞
４２
４

３４
７

１０
ｃ
初
頭
以
前

Ｃ
？

－
　
　
不
明
　
　
　
南
壁
西
側

　
－

－
－

　
　
　－

－
　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

９
ｃ
前
半
～
中
葉

T
o-
a
 (１
・３

/８
)

Ｄ
－

Ｅ
－
１２

°
－
Ｓ
　
東
壁
南
側

４
‐
Ａ

部
分

５５
Ｎ
－
７８

°
－
Ｗ

４
.５

２
.４
×
２
.２
　
方
形

３４
８

９
ｃ
中
葉
～
後
半
　
内
側
に
壁
溝

(
拡
張
前
の
住
居
跡
？

)　
T
o-
a
 (４

/１
０
)

Ｄ
－

　
　
不
明
　
　
　
南
壁
西
側

１０
‐
Ａ

－
５５

Ｎ
－
２２

°
－
Ｗ

２３
.７

４
.６
×
５
.１
　
方
形

３４
９

９
ｃ
中
葉
～
後
半

T
o-
a
 (１

/５
)

Ｂ
－

Ｓ
－
１４

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

３
‐
Ａ

－
５５

Ｎ
－
１３

°
－
Ｗ

５
.３

２
.８
×
２
.５
　
方
形

３５
０

不
明

－
－

　
　
　
　
－

１
‐
Ａ

－
２５

Ｎ
－
１４

°
－
Ｗ

６
２
.７
×
２
.６
　
方
形

竪
穴
遺
構

３５
１



９研 究 紀 要 第 ７ 号　・　２　０　０　２

住
居
跡
観
察
表
２

備
　
　
　
　
　
考

降
下
火
山
灰

カ
　
　
マ
　
　
ド

pi
t 

 (
柱
穴
配
置
）

壁
溝

深
さ

 (
�

)
主
軸
方
位

床
面
積

（
㎡
）

規
模
・
平
面
形

重
複
関
係

住
居

番
号

煙
道
部
断
面

芯
　
材

位
　
　
　
置

不
明

不
明

－
　
　
不
明
　
　
　
南
壁
中
央

３
‐
Ａ

－
４５

Ｎ
－
０
°
－
Ｓ

５
.２

２
.７
×
２
.８
　
方
形

３５
２

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半
　
拡
張
あ
り

(
柱
穴
配
置
-
Ｃ

)　
不
明

－
　
　
不
明
　
　
　
東
壁
南
側

１１
‐
Ｄ

ほ
ぼ
一
巡

６５
Ｎ
－
７９

°
－
Ｅ

４０
.４

６
.６
×
６
.７
　
方
形

３５
３

９
ｃ
中
葉

Ａ
１

礫
Ｅ
－
１５

°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

０
‐
Ａ

一
巡

６０
Ｎ
－
７８

°
－
Ｅ

１８
.７

４
.３
×
４
.６
　
方
形

３５
４

不
明

不
明

礫
？

　
　
不
明
　
　
　
南
壁
西
側

５
‐
Ｃ

部
分

１５
Ｎ
－
８
°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

３５
５

１０
ｃ
前
半
以
後

Ｄ
礫

Ｅ
－
７
°
－
Ｎ
　
東
壁
西
側

０
‐
Ａ

部
分

６０
Ｎ
－
８３

°
－
Ｅ

７
.４

２
.７
×
３
.１
　
方
形

３５
７
＜
３５
６

３５
６

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半
　
Ｂ
-
Ｔ
ｍ
の
堆
積
は
人
為
的

B-
T
m
 (３
・４

/１
３
) 
B-
T
m
 層

あ
り

(５
層
上
面

)
－

－
　
　
　
　－

１１
‐
Ａ

部
分

４５
Ｎ
－
２３

°
－
Ｗ

９０
９
.６
×
９
.５
　
方
形

３５
７
＜
３５
６・
３５
８

３５
７

１０
ｃ
前
半
　
張
出
部

(
北
壁
１
.５
×
２
.１
)　

Ａ
２

礫
Ｅ
－
１５

°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

４０
‐
Ｆ

一
巡

６０
Ｎ
－
８０

°
－
Ｅ

５６
.５

７
.４
×
７
.５
　
方
形

３５
８
Ａ
＞
３５
８
Ｂ
＞
３５
７

３５
８
Ａ

１０
ｃ
前
半
　
張
出
部

(
南
壁
１
.４
×
２
.３
)　

Ｂ
Ｓ
－
１５

°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側

４０
‐
Ｆ

ほ
ぼ
一
巡

８０
Ｎ
－
２０

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

３５
８
Ａ
＞
３５
８
Ｂ
＞
３５
７

３５
８
Ｂ

不
明

－
　
　
　
　－

　不
明

一
巡

－
Ｎ
－
２０

°
－
Ｗ

－
３
.６
×
４
.３
　
長
方
形

３５
８
Ｂ
＞
３５
８
Ｃ

３５
８
Ｃ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

Ｄ
－

Ｓ
－
９
°
－
Ｅ
　
南
壁
中
央

１
‐
Ａ

－
５５

Ｎ
－
８
°
－
Ｗ

６
.６

３
.０
×
２
.３
　
長
方
形

３５
９

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

B
-T
m
 (１
・２

/９
)

Ａ
１

－
Ｅ
－
１３

°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

４
‐
Ａ

－
５５

Ｎ
－
８３

°
－
Ｅ

７
.４

２
.５
×
３
.３
　
長
方
形

３６
０
＞
３６
３

３６
０

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

不
明
火
山
灰

(４
/５
)

Ｄ
礫

Ｅ
－
６
°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

１
‐
Ａ

部
分

６０
Ｎ
－
８２

°
－
Ｅ

９
.１

２
.９
×
３
.５
　
長
方
形

３６
１

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半
　（

貼
床
部
分
）

－
－

　
　
　
　－

２
‐
Ａ

－
３０

Ｎ
－
１２

°
－
Ｗ

８
.２

２
.３
×
２
.９
　
長
方
形

３６
２
Ａ
＞
３６
２
Ｂ
　竪

穴
遺
構

３６
２
Ａ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

－
－

　
　
　
　－

０
‐
Ａ

－
２０

Ｎ
－
７
°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

竪
穴
遺
構

３６
２
Ｂ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
初
頭
　
礎
石
３
　
支
脚
－
甕
（
笹
葉
痕
）　

Pi
t２
４
に
須
恵
器
埋
設

Ｄ
－

Ｅ
－
２４

°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

３８
‐
Ｂ
？

一
巡

４５
Ｎ
－
６５

°
－
Ｅ

６３
.３

８
.１
×
８
.１
　
方
形

３６
３
＞
８２
３

３６
３

９
ｃ
後
半

－
－

　
　
　
　－

４
‐
Ａ

－
８０

Ｎ
－
９
°
－
Ｅ

５
.２

２
.６
×
２
.３
　
方
形

竪
穴
遺
構

３６
４

不
明

－
－

　
　
　
　－

０
‐
Ａ

－
４０

Ｎ
－
２１

°
－
Ｗ

４
.４

２
.６
×
２
.０
　
長
方
形

竪
穴
遺
構

３６
４

欠
番

３６
４

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半
　
支
脚
－
甕

(
砂
底

)　
Ｃ

礫
Ｅ
－
３
°
－
Ｎ
　
東
壁
西
側

３７
‐
Ｅ

一
巡

７５
Ｎ
－
８０

°
－
Ｅ

５５
.４

７
.５
×
７
.６
　
方
形
　

３６
７
＞
４５
５・
４５
６・
４５
９

３６
４

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

不
明

礫
　
　
不
明
　
　
　
東
壁
北
側

８
‐
Ｄ

一
巡

６０
Ｎ
－
７９

°
－
Ｅ

３１
.１

５
.５
×
５
.７
　
方
形

３６
８
> 
４５
６

３６
８
Ａ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

Ｃ
礫

Ｅ
－
０
°
－
Ｅ
　
東
壁
西
側

６
‐
Ａ

－
５０

Ｎ
－
８５

°
－
Ｅ

２４
(４
.０
)
×
５
.８
　
長
方
形

４５
５
>３
６８

Ｂ
>４
５７

３６
８
Ａ

>３
６８

Ｂ
>３
６８

Ｃ
３６
８
Ｂ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

不
明

－
　
　
不
明
　
　
　
東
壁
西
側

　
－

－
－

　
　
－

－
　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｃ

　

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半
　
カ
マ
ド
左
側
に
埋
設
土
器

(
甕

:砂
底

)
T
o-
a
 (１

/１
２
) 
Ｂ
-
Ｔ
ｍ

(５
/１
２
)

Ｃ
礫
？

Ｓ
－
２６

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

６
-
Ａ

部
分

８０
Ｎ
－
３２

°
－
Ｗ

２６
.５

５
.２
×
５
.６
　
方
形

３６
９
＞
４７
３・
４９
５

３６
９

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半
　
床
面
に
段
差
　

B
-T
m
 (１

/６
)

Ｃ
礫

Ｓ
－
２２

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

６
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

６０
Ｎ
－
２２

°
－
Ｗ

３８
.５

６
.２
×

(６
.５
)　

方
形

３０
２
畝
＞
４７
１
＞
３７
０

３７
０

１０
ｃ
前
半
か
ら
中
葉
　
支
脚
－
甕

(
ヘ
ラ
ナ
デ

)　
B
-T
m
 (４
・５
・８

/１
０
)

Ａ
２

－
Ｅ
－
２
°
－
Ｓ
　
東
壁
南
側

３
-
Ａ

－
６０

Ｎ
－
８１

°
－
Ｅ

１０
.３

３
.８
×
３
.６
　
方
形

３７
１

１０
ｃ
前
半
か
ら
中
葉

Ｃ
礫

Ｅ
－
２０

°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

　不
明

ほ
ぼ
一
巡

５５
Ｎ
－
７８

°
－
Ｅ

３１
.３

５
.６
×
５
.７
　
方
形

３７
２
＞
３７
３・
３７
６

３７
２

９
ｃ
中
葉
～
後
半
　
支
脚
-
壷

(
糸
切
り

) 
甕

(
ナ
デ
ツ
ケ

)　
B
-T
m
 (１
・２

/１
０
)

Ｄ
礫
・
羽
口

(３
)

Ｓ
－
１１

°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

２
‐
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

５５
Ｎ
－
１１

°
－
Ｗ

２０
.５

４
.４
×
５
.０
　
長
方
形

３７
２
＞
３７
３
＞
３７
４

３７
３

１０
ｃ
前
半
～
中
葉

Ｄ
礫
？

Ｗ
－
９
°
－
Ｓ
　
西
壁
北
側

０
‐
Ａ

－
４０

Ｎ
－
８１

°
－
Ｅ

－
　
　
不
明

３７
３
＞
３７
４
＞
３７
５

３７
４

９
ｃ
中
葉
～
後
半
　
焼
失
家
屋
　

B
-T
m
 (１
０
/１
０
)　

ほ
ぼ
床
面
上

Ａ
１

－
Ｓ
－
２０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１
‐
Ａ

－
４５

Ｎ
－
１４

°
－
Ｗ

７
.６

２
.７
×
３
.３
　
長
方
形

３７
４
＞
３７
５

３７
５

９
ｃ
前
半
～
後
半

Ｃ
礫
・
羽
口

Ｓ
－
１６

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

９
‐
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

５０
Ｎ
－
１６

°
－
Ｗ

１５
４
.０
×
４
.３
　
方
形

３７
２
＞
３７
６

３７
６

１０
ｃ
前
半

Ｄ
－

Ｓ
－
１２

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２２
‐
Ｃ

ほ
ぼ
一
巡

５０
Ｎ
－
１６

°
－
Ｗ

３５
.６

６
.６
×
５
.８
　
長
方
形

３７
７
＜
７０
１

３７
７

不
明

－
－

　
　
不
明
　

７
‐
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

４０
Ｎ
－
２３

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

３９
６
＞
３７
８
＞
３９
９

３７
８

不
明

－
－

　
　
不
明
　

０
‐
Ａ

－
３０

　
　
－

－
　
　
不
明

４０
０
＞
３７
９

３７
９

１０
ｃ
前
半
～
後
半

Ｃ
焼
成
粘
土
板

Ｓ
－
３２

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

６
‐
Ａ

部
分

３５
Ｎ
－
３２

°
－
Ｗ

１４
３
.８
×
４
.１
　
方
形

３８
０
Ａ
＞
３８
０
Ｂ

３８
０
Ａ

１０
ｃ
前
半
～
中
葉

Ｃ
－

Ｓ
－
４１

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２
‐
Ａ

一
巡

－
Ｎ
－
３２

°
－
Ｗ

９
.５

３
.１
×
３
.１
　
方
形

３８
０
Ａ
＞
３８
０
Ｂ

３８
０
Ｂ

１０
ｃ
前
半
～
中
葉

Ｄ
－

Ｅ
－
１３

°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

６
‐
Ａ

－
６５

Ｎ
－
７７

°
－
Ｅ

１２
.９

３
.８
×
４
.１
　
方
形

３８
１

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

B
-T
m
 (３

/１
１
)

Ｃ
礫
・
甕

Ｓ
－
１３

°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側

５
‐
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

６０
Ｎ
－
１１

°
－
Ｅ

２７
.７

５
.１
×
６
.０
　
長
方
形

３４
８
Ｈ
＞
３８
２
Ｈ

３８
２
Ａ

９
ｃ
中
葉
～
後
半

Ａ
１

－
Ｓ
－
１２

°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側

８
‐
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

－
Ｎ
－
１１

°
－
Ｅ

１９
.３

（
４
.１
）×

４
.６
　
長
方
形

３８
２
Ａ
＞
３８
２
Ｂ

３８
２
Ｂ

１０
ｃ
前
半
～
中
葉

Ｃ
－

Ｓ
－
２５

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１１
‐
Ｃ

一
巡

６０
Ｎ
－
２４

°
－
Ｗ

２３
.２

４
.７
×
５
.１
　
方
形

３８
３

１０
ｃ
前
半
～
中
葉
　
２
軒
の
可
能
性

Ｃ
－

Ｓ
－
３５

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２０
‐
Ａ

一
巡

６５
Ｎ
－
３５

°
－
Ｗ

３２
.２

６
.７
×
５
.２
　
長
方
形

３８
４
＞
３８
２
・
３９
２

３８
４

１０
ｃ
前
半
～
中
葉

Ｃ
－

Ｓ
－
５
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

４
‐
Ｄ

一
巡

４０
Ｎ
－
３
°
－
Ｗ

２１
.７

５
.１
×
４
.６
　
方
形

３８
５

９
ｃ
前
半
～
後
半

B
-T
m
 (１
・２

/１
１
)

Ｃ
礫
 ・
羽
口

(４
)

Ｓ
－
１５

°
－
Ｅ
　
南
壁
中
央

３４
‐
Ｄ

部
分

６０
Ｎ
－
１７

°
－
Ｗ

５４
.５

７
.５
×
７
.６
　
方
形

３８
６

９
ｃ
前
半
～
後
半

Ｃ
－

Ｓ
－
１７

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

　
－

－
－

　
　
－

－
　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

　

欠
番

３８
７

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

T
o-
a
 (
ほ
ぼ
全
層

/１
５
)

Ｃ
礫
・
甕

Ｓ
－
３３

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１０
‐
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

４５
Ｎ
－
３３

°
－
Ｗ

１６
.３

４
.０
×
４
.４
　
方
形

３８
８

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

Ｄ
－

Ｓ
－
１３

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

３
‐
Ａ

－
５５

Ｎ
－
２０

°
－
Ｗ

１０
.５

３
.５
×
３
.６
　
方
形

３８
９

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

Ｃ
礫

Ｅ
－
１３

°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

１１
‐
Ａ

一
巡

５０
Ｎ
－
７９

°
－
Ｅ

２５
.３

５
.１
×
５
.３
　
方
形

３９
０

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

B
-T
m
 (１

/９
)

Ｃ
－

Ｓ
－
１４

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

７
‐
Ａ

－
５０

Ｎ
－
１０

°
－
Ｗ

１０
３
.２
×
３
.５
　
方
形

　
　
　
　

３９
１

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

Ａ
－

Ｅ
－
２０

°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

　
－

－
－

　
　
－

－
　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

　

１０
ｃ
前
半

Ｃ
－

Ｓ
－
４５

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

６
‐
Ａ

－
４５

Ｎ
－
３８

°
－
Ｗ

１４
.１

３
.９
×
３
.８
　
方
形

３８
４
＞
３９
２

３９
２

１０
ｃ
前
半

Ｄ
礫

Ｎ
－
２７

°
－
Ｗ
　
北
壁
東
側

６
‐
Ａ

－
５０

Ｎ
－
４０

°
－
Ｗ

６
.１

２
.６
×
２
.８
　
方
形

３９
３

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

－
－

　
　
不
明

３
‐
Ａ

部
分

６５
Ｎ
－
３７

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

３９
４

１０
ｃ
前
半
～
中
葉

－
－

　
　
不
明

０
‐
Ａ

－
５５

Ｎ
－
２３

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

３９
５
Ａ
＞
３９
５
Ｂ

３９
５
Ａ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

－
－

　
　
不
明

５
‐
Ｄ
？

ほ
ぼ
一
巡

７５
Ｎ
－
１３

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

３９
５
Ａ
＞
３９
５
Ｂ

３９
５
Ｂ
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住
居
跡
観
察
表
３

備
　
　
　
　
　
考

降
下
火
山
灰

カ
　
　
マ
　
　
ド

pi
t 

 (
柱
穴
配
置
）

壁
溝

深
さ

 (
�

)
主
軸
方
位

床
面
積

（
㎡
）

規
模
・
平
面
形

重
複
関
係

住
居

番
号

煙
道
部
断
面

芯
　
材

位
　
　
　
置

１０
ｃ
前
半
　
張
出
部

(
南
壁
東
壁
１
.６
×
１
.３
)
支
脚
-
甕

(
ナ
デ
ツ
ケ

)
Ｄ

－
Ｅ
－
１８

°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

１１
‐
Ａ

部
分

４５
Ｎ
－
７１

°
－
Ｅ

３６
.９

６
.０
×
６
.２
　
方
形

３９
６
＞
３７
８

３９
６
Ａ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

Ｃ
－

Ｅ
－
１７

°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

９
‐
Ａ

部
分

－
Ｎ
－
７１

°
－
Ｅ

２９
.５

５
.１
×
５
.６
　
方
形

３９
６
Ａ
＞
３９
６
Ｂ

３９
６
Ｂ

欠
番

(４
２４

土
坑

)
３９
７

１０
ｃ
前
半

Ｃ
－

Ｓ
－
１３

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２０
‐
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

４０
Ｎ
－
２３

°
－
Ｗ

４２
.５

７
.２
×
６
.８
　
方
形

３９
８
＞
４７
５

３９
８
Ａ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

不
明

－
　
　
不
明
　
　
　
南
壁
東
側

１３
‐
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

－
Ｎ
－
２３

°
－
Ｗ

３８
.２

６
.４
×
６
.４
　
方
形

３９
８
Ａ
＞
３９
８
Ｂ

３９
８
Ｂ

不
明

－
－

　
　
不
明

０
‐
Ａ

－
３０

Ｎ
－
１１

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

３７
８・
３９
６
＞
３９
９
＞
４０
０

３９
９

不
明

－
－

　
　
不
明

０
‐
Ａ

ほ
ぼ
一
巡
？

５５
Ｎ
－
１１

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

３９
９
＞
４０
０
＞
３７
９

４０
０

９
ｃ
中
葉
　
支
脚

(
鉢
と
甕

)　
砂
底

(
ナ
デ

)　
Ｃ

－
Ｓ
－
２５

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

０
‐
Ａ

－
１５

Ｎ
－
２８

°
－
Ｗ

５
.９

２
.５
×
２
.６
　
方
形

３２
６
＞
４０
１

４０
１

欠
番

４０
２

９
ｃ
中
葉
～
後
半
　
支
脚

(
坏

)　
Ｂ

礫
Ｓ
－
１７

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２
‐
Ａ

一
巡

３５
Ｎ
－
１８

°
－
Ｗ

１４
.９

３
.９
×

(４
.１
)　

方
形

４０
３

９
ｃ
中
葉
～
後
半

Ａ
？

－
Ｓ
－
３０

°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

０
‐
Ａ

－
４０

Ｎ
－
２８

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

４０
７
＞
４０
４
　
４０
５
と
は
不
明

４０
４

９
ｃ
中
葉
～
後
半

－
－

　
　
不
明

０
‐
Ａ

－
４５

Ｎ
－
１８

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

４０
７
＞
４０
５
　
４０
４
と
は
不
明

４０
５

１０
ｃ
前
半
　
支
脚
－
羽
口

T
o-
a
 (３
・４

/６
) 
 B
-T
m
 (１
・２

/６
)

Ｄ
羽
口

(３
)

Ｓ
－
３５

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

４
‐
Ｄ

一
巡

５５
Ｎ
－
３５

°
－
Ｗ

２３
.７

５
.２
×
５
.０
　
方
形

４０
６

不
明
　
南
側
に
出
入
口
？
　

－
－

－
２０

‐
Ｃ
？

－
３０

Ｎ
－
０
°
－
Ｓ

１１
.７

７
.５
×
１
.６
　
長
方
形

４０
７
＞
４０
４・
４０
５
　竪

穴
遺
構

４０
７

９
ｃ
前
半
～
中
葉

T
o-
a
 (３

/５
)

不
明

－
Ｓ
－
３０

°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側

２
‐
Ａ

－
３０

Ｎ
－
３０

°
－
Ｅ

３
.５

２
.１
×
２
.１
　
方
形

４０
８

９
ｃ
中
葉
～
後
半
　
支
脚
－
坏
　

Ｂ
羽
口
・
礫
各
２

Ｓ
－
２０

°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側

１３
‐
Ａ

ほ
ぼ
一
巡
？

７５
Ｎ
－
２０

°
－
Ｗ

－
不
明

４０
９

９
ｃ
後
半
　
支
脚
２
基
－
甕

(
笹
葉
痕

)・
礫
　

B
-T
m
 (２

/７
)

Ｃ
羽
口
・
礫
各
２

Ｓ
－
１８

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

９
‐
Ｄ

ほ
ぼ
一
巡
？

Ｎ
－
１８

°
－
Ｗ

４０
.５

６
.２
×

(６
.７
)　

方
形

４１
０

９
ｃ
後
半

B
-T
m
 (１

/１
０
)

Ｃ
羽
口

(３
)

Ｓ
－
４
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

０
‐
Ａ

－
８０

Ｎ
－
４
°
－
Ｗ

８
.５

３
.０
×
３
.２
　
方
形

４１
１

欠
番

４１
２

９
ｃ
後
半
　
支
脚
－
羽
口
　

B
-T
m
 (４

～
７
/１
２
)

Ｄ
－

Ｓ
－
１７

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２
‐
Ａ

一
巡

６０
Ｎ
－
１７

°
－
Ｗ

１３
.５

３
.８
×
３
.７
　
方
形

４１
３
＞
４１
６

４１
３

欠
番

４１
４

１０
ｃ
前
半

－
－

　
　
不
明

１１
‐
Ａ

部
分

２５
　
　
－

－
　
　
不
明

４１
５

９
ｃ
中
葉
～
後
半
　
２
軒

(
拡
張
？

)　
－

－
　
　
不
明

１０
‐
Ｄ

ほ
ぼ
一
巡
？

６５
　
　
－

－
　
　
不
明

４１
３
＞
４１
６

４１
６

９
ｃ
後
半

B
-T
m
 (１

/５
)

Ｃ
羽
口

(１
)

Ｓ
－
２０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

３
‐
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

５５
Ｎ
－
１５

°
－
Ｗ

１６
.７

３
.８
×
４
.５
　
長
方
形

４１
７

９
ｃ
前
半

－
－

－
　
　
不
明

　
－

－
３０

－
－

　
　
不
明

３３
４
Ｈ
＞
３３
２
Ｈ
・３
３３

Ｈ
＞
４１
８
Ｈ

４１
８

９
ｃ
後
半
　
支
脚
－
羽
口
　

B
-T
m
 (２
・３

/９
)

Ｄ
羽
口

(３
)

Ｓ
－
２１

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

３
‐
Ａ

一
巡

９０
Ｎ
－
２１

°
－
Ｗ

１５
.３

３
.７
×
４
.３
　
長
方
形

４１
９

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

T
o-
a
 （
２・
４
/５
）

Ａ
１

ｗ
－
３０

°
－
Ｎ
　
北
西
隅

０
‐
Ａ

－
６０

Ｎ
－
２５

°
－
Ｗ

３
.４

２
.０
×
２
.１
　
方
形

４２
０
Ａ
＞
４２
０
Ｂ

４２
０
Ａ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

　
　
不
明

１
‐
Ａ

－
３５

Ｎ
－
２４

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

４２
０
Ｂ

９
ｃ
中
葉
～
後
半

T
o-
a
 (１

/４
)

Ｄ
－

Ｓ
－
２３

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

４
‐
Ａ

－
４５

Ｎ
－
２３

°
－
Ｗ

５
.７

２
.５
×
３
.０
　
長
方
形

４２
１

９
ｃ
後
半
　
鍛
冶
遺
構
　

T
o-
a
 (１

/２
)　

－
－

　
　
不
明

０
‐
Ａ

部
分

１５
Ｎ
－
２２

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

４２
２
＜
４２
３

４２
２

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 (１
・３

/１
０
) 

Ｃ
羽
口
？

Ｓ
－
１０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

７
‐
Ｄ

ほ
ぼ
一
巡

５０
Ｎ
－
１７

°
－
Ｗ

２３
.２

４
.８
×
４
.９
　
方
形

４２
２
＜
４２
３

４２
３
Ａ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
初
頭

Ａ
２

－
Ｓ
－
１０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２５
‐
Ｄ

－
５０

Ｎ
－
１７

°
－
Ｗ

２３
.２

４
.８
×
４
.９
　
方
形

４２
３
Ａ
＞
４２
３
Ｂ
＞
４２
３
Ｃ

４２
３
Ｂ

９
ｃ
後
半

Ｂ
－

Ｓ
－
１２

°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

　
－

－
－

　
　
－

－
－

カ
マ
ド
Ｃ

　

９
ｃ
後
半

Ｂ
－

Ｓ
－
２３

°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側

０
‐
Ａ

－
－

Ｎ
－
２４

°
－
Ｗ

１８
.３

４
.４
×
４
.２
　
方
形

３４
７
＞
４２
４

４２
４

１０
ｃ
前
半

Ｃ
－

Ｓ
－
２０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

９
‐
Ａ

部
分

４０
Ｎ
－
１８

°
－
Ｗ

１６
.９

４
.２
×
４
.３
　
方
形

４５
１
＞
４５
２

４５
１

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半
　
支
脚
－
礫
　

不
明

－
Ｅ
－
９
°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

８
‐
Ａ

ほ
ぼ
一
巡
？

６５
Ｎ
－
８２

°
－
Ｅ

１９
.８

４
.４
×
４
.７
　
方
形

４５
１
＞
４５
２
＞
４８
２

４５
２

９
ｃ
後
半

Ｄ
－

Ｓ
－
２２

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

９
‐
Ｃ

ほ
ぼ
一
巡

５０
Ｎ
－
２２

°
－
Ｗ

６
２
.７
×
２
.５
　
方
形

４５
３
＞
４５
４

４５
３

９
ｃ
後
半
以
前

－
－

－
１
‐
Ａ

－
５０

Ｎ
－
１０

°
－
Ｗ

６
.５

３
.０
×
２
.４
　
長
方
形

４５
３
＞
４５
４
　
竪
穴
遺
構
　

４５
４

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

Ａ
１

－
Ｓ
－
１０

°
－
Ｅ
　
南
壁
中
央

６
-
Ｄ

ほ
ぼ
一
巡

４０
Ｎ
－
１７

°
－
Ｗ

２１
.２

４
.６
×
４
.７
　
方
形

４５
５
Ｂ
＞
４５
５
Ａ
＜
３６
７

４５
５
Ａ

　
〃

Ｃ
－

Ｓ
－
１３

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

　
－

－
－

　
　
－

－
　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

４５
５
Ｂ

１０
ｃ
前
半

－
－

　
　
不
明

　
－

－
４５

　
　
－

－
　
　
不
明

４５
６
＜
３６
７・
３６
８・
４５
９

４５
６

１０
ｃ
前
半

－
－

　
　
不
明

　
－

－
３５

　
　
－

－
　
　
不
明

３６
８
＞
４５
７

４５
７

欠
番

４５
８

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

Ｄ
？

礫
　
　
不
明
　
　
　
南
壁

　
－

－
４０

　
　
－

－
不
明

４５
９
＜
３６
７

４５
９

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半
　
支
脚
－
甕

(
砂
底

)　
Ｃ

－
Ｅ
－
０
°
－
Ｗ
　
東
壁
南
側

６
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

５０
Ｎ
－
７４

°
－
Ｅ

２３
.３

４
.８
×
５
.５
　
長
方
形

４６
０
＞
４６
１

４６
０

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

T
o-
a
 (１

/４
)

Ｃ
－

Ｓ
－
２２

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

３
-
Ｄ
？

ほ
ぼ
一
巡

?
５５

Ｎ
－
２１

°
－
Ｗ

２２
.９

(５
.１
)
×

(５
.１
)　
方
形

４６
０
＞
４６
１

４６
１

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半
　
張
出
部

(
北
壁
１
.６
×
１
.６
)　

Ｄ
？

礫
Ｅ
－
１７

°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

５
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

３５
Ｎ
－
７３

°
－
Ｅ

２４
.５

４
.７
×
４
.９
　
方
形

４６
２
＞
４６
３

４６
２

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半
以
前

－
－

　
　
　
－

　
－

－
－

　
　
－

－
　
　
不
明

４６
２
＞
４６
３

４６
３

欠
番

４６
４～

４７
０

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

Ｄ
礫
？

Ｅ
－
２１

°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

０
‐
Ａ

部
分

７０
Ｎ
－
６９

°
－
Ｅ

４８
.８

７
.２
×
７
.３
　
方
形

２
畝
＞
４７
１
＞
３７
０

４７
１
Ａ

９
ｃ
後
半

Ｃ
－

Ｎ
－
１５

°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

９
-
Ａ

部
分

－
Ｎ
－
７０

°
－
Ｅ

３９
.１

６
.７
×
５
.６
　
長
方
形

４７
１
Ａ
＞
４７
１
Ｂ

４７
１
Ｂ

欠
番

４７
２

９
ｃ
後
半
　
支
脚
２
基
-
甕

(
砂
底
１
、
笹
葉
痕
１

)
T
o-
a
 (７

/８
)

Ｄ
羽
口

(２
)・
礫

Ｓ
－
１７

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

９
-
Ａ

部
分

１０
０

Ｎ
－
１７

°
－
Ｗ

２７
.４

５
.４
×
５
.３
　
方
形

３６
９
＞
４７
３
＞
４９
５

４７
３

欠
番

４７
４

不
明

－
－

　
　
不
明

３
-
Ａ

部
分

５０
　
　
－

－
　
　
不
明

３９
８
＞
４７
５

４７
５
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住
居
跡
観
察
表
４

備
　
　
　
　
　
考

降
下
火
山
灰

カ
　
　
マ
　
　
ド

pi
t 

 (
柱
穴
配
置
）

壁
溝

深
さ

 (
�

)
主
軸
方
位

床
面
積

（
㎡
）

規
模
・
平
面
形

重
複
関
係

住
居

番
号

煙
道
部
断
面

芯
　
材

位
　
　
　
置

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

B
-T
m
 (１
・
３・

４・
 ６
・
 ８
・
９
/１
０
)

Ｃ
－

Ｅ
－
１０

°
－
Ｓ
　
東
壁
北
側

８
-
Ｄ
？

ほ
ぼ
一
巡

５５
Ｎ
－
８３

°
－
Ｗ

３７
.５

６
.２
×
６
.２
　
方
形

４７
７
＞
４７
６
＞
４７
８

４７
６

１０
ｃ
前
半
～
中
葉
　
煙
道
部
に
羽
口
　

Ａ
１

礫
Ｓ
－
３２

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

４
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡
？

６０
Ｎ
－
３２

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

４７
７
＞
４７
６

４７
７

９
ｃ
中
葉
～
後
半
　
ロ
ク
ロ
ピ
ッ
ト

(P
it
2
)　

T
o-
a
 (
１
～
５
・
７

/
８

)
Ｄ

－
Ｅ
－
１５

°
－
Ｓ
　
東
壁
南
側

２
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

３０
Ｎ
－
７３

°
－
Ｗ

１３
３
.７
×
３
.９
　
方
形

４７
６
＞
４７
８

４７
８

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

Ｃ
－

Ｅ
－
３０

°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

０
‐
Ａ

－
６０

Ｎ
－
５２

°
－
Ｅ

８
.４

(３
.１
)
×
３
.３
　
方
形

４７
９
＜
４８
５

４７
９

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半
　
排
水
溝
　

Ｃ
礫

Ｅ
－
１０

°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

３
-
Ａ

－
７０

Ｎ
－
９０

°
－
Ｅ

１３
.８

３
.８
×
４
.０
　
方
形

４８
０
＞
４９
０

４８
０

１０
ｃ
初
頭

－
－

　
　
不
明

４
-
Ａ

－
２０

　
　
－

－
　
　
不
明

４８
７
＜
４８
１
＜
４９
３

４８
１

９
ｃ
中
葉
～
後
半
　
支
脚
－
甕

(
笹
葉
痕

)　
Ａ
２

－
Ｓ
－
３８

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

４
-
Ａ

部
分

２０
Ｎ
－
３６

°
－
Ｗ

８
.２

(３
.１
)
×
３
.０
　
方
形

４８
２
＜
４５
２・
４９
２・
４９
４

４８
２

９
ｃ
中
葉
～
後
半

B
-T
m
 (１

/４
) 
T
o-
a
 (２

/４
)

－
－

　
　
不
明

３
-
Ａ

－
３５

　
　
－

－
　
　
不
明

４８
３

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半
　
煙
道
部
に
羽
口
　

Ａ
１

羽
口
・
焼
板

Ｅ
－
４２

°
－
Ｓ
　
東
壁
南
側

７
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

５０
Ｎ
－
４９

°
－
Ｗ

３１
.５

５
.７
×
５
.９
　
方
形

４８
４
＞
４８
６

４８
４
Ａ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

　
　

Ａ
１

－
Ｅ
－
４３

°
－
Ｓ
　
東
壁
北
側

－
－

－
　
　
－

－
　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

１０
ｃ
前
半
　
支
脚
－
坏

(
回
転
糸
切
り

)
Ｄ

－
Ｅ
－
２５

°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

６
-
Ｃ

部
分

７０
Ｎ
－
６５

°
－
Ｗ

１１
.１

３
.８
×
３
.５
　
方
形

４８
５
＞
４７
９

４８
５

９
ｃ
中
葉
～
後
半
　
ロ
ク
ロ
ピ
ッ
ト

(P
it
7
)　

T
o-
a
 (１
・
３・

７・
９
/１
４
)

Ｃ
－

Ｅ
－
４２

°
－
Ｓ
　
東
壁
南
側

９
-
Ｄ

一
巡

６０
Ｎ
－
４５

°
－
Ｗ

２７
４
.９
×
５
.５
　
方
形

４８
４
＞
４８
６

４８
６

１０
ｃ
前
半
　
カ
マ
ド
脇
に
出
入
口

Ｄ
－

Ｓ
－
４５

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

３
-
Ａ

部
分

８０
Ｎ
－
４０

°
－
Ｗ

３０
.５

５
．
６
×
５
．
８
　
方
形

４８
７
＜
４８
１

４８
７
Ａ

１０
ｃ
初
頭
～
前
半

Ｃ
－

Ｓ
－
３６

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

　
－

－
－

　
　
－

－
　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

１０
ｃ
初
頭

Ｂ
－

Ｓ
－
３６

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

　
－

－
－

　
　
－

－
　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｃ

９
ｃ
中
葉
～
後
半

Ａ
１

－
Ｓ
－
１８

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１
-
Ａ

一
巡

４０
Ｎ
－
１８

°
－
Ｗ

６
.８

２
.６
×
２
.８
　
方
形

４８
８

１０
ｃ
前
半

－
－

　
　
不
明

３
-
Ａ

－
４０

Ｎ
－
２
°
－
Ｗ

１０
.２

３
.２
×
３
.５
　
方
形

４８
９

９
ｃ
後
半

Ｄ
－

Ｓ
－
０
°
－
Ｎ
　
南
壁
西
側

２
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

６０
Ｎ
－
１
°
－
Ｅ

１６
.１

(４
.２
)
×
４
.３
　
方
形

４９
０
＜
４８
０

４９
０

１０
ｃ
前
半

Ｄ
?

礫
Ｓ
－
８
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

７
-
Ａ

部
分

８０
Ｎ
－
８
°
－
Ｗ

４５
.１

６
.７
×

(６
.７
)　

方
形

４９
１

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

Ａ
?

－
Ｓ
－
２４

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１
-
Ａ

部
分

４０
Ｎ
－
２９

°
－
Ｗ

１２
.１

３
.７
×
４
.０
　
方
形

４８
２
＜
４９
２

４９
２

不
明

－
－

　
　
　
－

３
-
Ａ

－
５５

Ｎ
－
４０

°
－
Ｗ

５
３
.０
×
２
.３
　
長
方
形

竪
穴
遺
構
　

４９
３

不
明

－
－

　
　
不
明

１
-
Ａ

－
２０

Ｎ
－
０
°
－
Ｓ

８
.５

３
.１
×

(３
.２
)　

方
形

４８
２
＜
４９
４

４９
４

９
ｃ
前
半
～
中
葉

不
明

－
Ｓ
－
３０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

３
-
Ａ

部
分

２０
Ｎ
－
３１

°
－
Ｗ

１０
.２

３
.２
×
３
.４
　
方
形

４９
５
＜
３６
９・
４７
３

４９
５

不
明

Ｃ
礫

Ｎ
－
３
°
－
Ｅ
　
北
壁
西
側

１
-
Ａ

－
４０

Ｎ
－
３
°
－
Ｅ

８
.６

２
.９
×
３
.４
　
長
方
形

４９
６

不
明

Ａ
１

－
Ｅ
－
２０

°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

１
-
Ａ

－
５０

Ｎ
－
７０

°
－
Ｗ

４
.５

２
.５
×
２
.３
　
方
形

４９
７

欠
番

４９
８・
４９
９

１０
ｃ
前
後

－
－

－
　
　
不
明

　－
－

４５
　
　
－

－
　
　
不
明

５０
０

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 (１

/８
) 

Ａ
１

羽
口

Ｓ
－
２５

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２
-
Ａ

一
巡

３０
Ｎ
－
３１

°
－
Ｗ

１１
.７

３
.２
×
３
.８
　
長
方
形

５０
１

１０
ｃ
前
半

Ｄ
－

Ｓ
－
３０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１８
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡
？

５０
Ｎ
－
１９

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

５１
２
＜
５０
２

５０
２

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 (１

～
３
/３
) 

Ｂ
礫

Ｅ
－
１１

°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

２
-
Ａ

－
３０

Ｎ
－
８４

°
－
Ｅ

６
.８

３
.０
×
２
.６
　
長
方
形

５０
３

１０
ｃ
初
頭
　
支
脚
２
基
－
坏
　

T
o-
a
 (１
・
５
/６
)

Ｃ
羽
口
？

Ｓ
－
２
°
－
Ｅ
　
南
壁
中
央

５
-
Ｂ

一
巡

２０
Ｎ
－
７
°
－
Ｗ

２９
.２

５
.０
×
６
.１
　
長
方
形

５０
４
＜
５０
５

５０
４
Ａ

９
ｃ
後
半
　
支
脚
－
坏
　

Ｃ
－

Ｓ
－
７
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

７
-
Ａ

－
３０

Ｎ
－
７
°
－
Ｗ

１８
.５

４
.２
×
４
.８
　
長
方
形

５０
４
Ａ
＞
５０
４
Ｂ

５０
４
Ｂ

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 (１
・
２
/６
) 

Ａ
１

礫
Ｓ
－
１２

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

７
-
Ｄ

一
巡

４５
Ｎ
－
１０

°
－
Ｗ

３１
.１

５
.６
×
５
.８
　
方
形

５０
４
＜
５０
５

５０
５
Ａ

内
周
溝
の
み
検
出

－
－

　
　
不
明

１
-
Ａ

一
巡

－
Ｎ
－
１０

°
－
Ｗ

１５
.９

４
.１
×
４
.１
　
方
形

５０
５
Ａ
＞
５０
５
Ｂ

５０
５
Ｂ

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 (１

/１
０
) 

Ｃ
－

Ｓ
－
０
°
－
Ｎ
　
南
壁
東
側

９
-
Ａ

一
巡

３５
Ｎ
－
１２

°
－
Ｗ

２２
.８

４
.６
×
５
.１
　
方
形

５１
５
＜
５０
６

５０
６

－
Ａ
１

－
Ｓ
－
１１

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

　
2
－

－
－

　
　
－

－
　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

１０
ｃ
初
頭
　
支
脚
－
坏

B
-T
m
 (７

/８
) 

Ｄ
－

Ｅ
－
５
°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

１５
-
Ｄ

一
巡

５５
Ｎ
－
８９

°
－
Ｗ

５３
７
.０
×
７
.９
　
長
方
形

５０
７
＞
５２
７

５０
７
Ａ

１０
ｃ
初
頭

－
－

　
　
不
明

１７
-
Ａ

一
巡

－
Ｎ
－
８９

°
－
Ｗ

３７
.７

６
.１
×
６
.３
　
方
形

５０
７
Ａ
＞
５０
７
Ｂ
＞
５０
７
Ｃ

５０
７
Ｂ

９
ｃ
後
半
　
張
出
部

(
南
壁
０
.７
×
２
.４
)　

Ｃ
－

Ｅ
－
５
°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

１５
-
Ｂ

一
巡

－
Ｎ
－
８９

°
－
Ｗ

２４
.５

４
.９
×
５
.０
　
方
形

５０
７
Ａ
＞
５０
７
Ｂ
＞
５０
７
Ｃ

５０
７
Ｃ

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 (２

/８
) 

Ｃ
礫

Ｓ
－
３４

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

９
-
Ａ

一
巡

５５
Ｎ
－
３４

°
－
Ｗ

１５
.７

４
.１
×
４
.２
　
方
形

５０
８

１０
ｃ
初
頭
　
多
量
の
炭
化
種
子
・
中
央
部
に
段
差
　

B
-T
m
 (４

/５
) 

Ａ
１

－
Ｅ
－
６
°
－
Ｓ
　
東
壁
北
側

３
-
Ａ

一
巡

６５
Ｎ
－
８８

°
－
Ｅ

２８
５
.１
×
５
.６
　
方
形

５０
９
＞
５１
０
・
５１
１
・
５２
６

５０
９

９
ｃ
後
半

－
－

　
　
不
明

２
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

２０
Ｎ
－
７
°
－
Ｗ

５
.９

２
.５
×
２
.６
　
方
形

５０
９
＞
５１
０

５１
０

９
ｃ
後
半

－
－

　
　
不
明

１
-
Ａ

－
３５

Ｎ
－
１５

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

５０
９
＞
５１
１

５１
１

１０
ｃ
初
頭

Ｃ
?

－
Ｅ
－
４
°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

１
-
Ａ

－
３５

Ｎ
－
８８

°
－
Ｅ

－
５
.８
×
６
.４
　
方
形

５０
２
＞
５１
２

５１
２

９
ｃ
後
半
　
一
部
段
差
　

－
－

　
　
不
明

２
-
Ａ

部
分

５５
Ｎ
－
１３

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

５１
３

欠
番

５１
４

９
ｃ
後
半

Ａ
１

－
Ｎ
－
１８

°
－
Ｗ
　
北
壁
西
側

２
-
Ａ

部
分

３５
Ｎ
－
１６

°
－
Ｅ

－
　
　
不
明

５０
６
＞
５１
５

５１
５

１０
ｃ
初
頭
　
支
脚
－
坏
　
　

Ｂ
?

－
Ｓ
－
３０

°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

　
2
－

部
分

３０
Ｎ
－
２４

°
－
Ｗ

４
.４

１
.９
×
２
.７
　
長
方
形

５０
２
＞
５１
６

５１
６

９
ｃ
後
半

T
o-
a
 (４
・５

/８
)　

B
-T
m
 (２

/８
) 

Ｃ
羽
口

(２
)

Ｓ
－
２５

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

９
-
Ｅ

部
分

５０
Ｎ
－
１８

°
－
Ｗ

３０
.７

５
.５
×
６
.０
　
方
形

５１
７
Ａ
＞
５１
７
Ｂ
＞
５１
７
Ｃ
　

５１
７
Ａ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
初
頭

Ａ
１

－
Ｓ
－
２５

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１２
-
Ｄ

部
分

－
　
　
－

－
　
　
不
明

５１
７
Ａ
＞
５１
７
Ｂ
＞
５１
７
Ｃ
　

５１
７
Ｂ

１０
ｃ
初
頭

Ａ
?

－
Ｓ
－
１６

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１２
-
Ｄ

部
分

－
　
　
－

－
　
　
不
明

５１
７
Ａ
＞
５１
７
Ｂ
＞
５１
７
Ｃ
　

５１
７
Ｃ

９
ｃ
後
半

－
－

　
　
不
明

１
-
Ａ

－
４５

Ｎ
－
２２

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

５１
８
＜
５２
０

５１
８

１０
ｃ
初
頭
　
支
脚
－
坏
　
　

Ａ
２

－
Ｓ
－
１９

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１８
-
Ｄ

ほ
ぼ
一
巡

４５
Ｎ
－
２４

°
－
Ｗ

２８
.８

５
.２
×
５
.７
　
方
形

５０
１
畝
＞
５１
９

５１
９
Ａ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
初
頭
　
内
周
溝
の
み
　

－
－

　
　
　
不
明

１１
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

－
　
　
－

－
　
　
不
明

５１
９
Ａ
＞
５１
９
Ｂ

５１
９
Ｂ

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 (２
・
４
/１
１
) 

Ｃ
－

Ｓ
－
３
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２１
-
Ｃ

ほ
ぼ
一
巡

６５
Ｎ
－
２
°
－
Ｗ

２１
.４

５
.３
×
４
.２
　
長
方
形

５２
０
＞
５１
８
・
５３
５

５２
０
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住
居
跡
観
察
表
５

備
　
　
　
　
　
考

降
下
火
山
灰

カ
　
　
マ
　
　
ド

pi
t 

 (
柱
穴
配
置
）

壁
溝

深
さ

 (
�

)
主
軸
方
位

床
面
積

（
㎡
）

規
模
・
平
面
形

重
複
関
係

住
居

番
号

煙
道
部
断
面

芯
　
材

位
　
　
　
置

９
ｃ
後
半
　
カ
マ
ド
の
ソ
デ
は
、
地
山
を
掘
り
込
む
　

T
o-
a
 (１

/２
)　

Ｂ
Ｓ
－
１６

°
－
Ｅ
　
南
壁
中
央

２
-
Ａ

－
３０

Ｎ
－
２４

°
－
Ｗ

４
.１

２
.２
×
２
.２
　
方
形

５２
１

１０
ｃ
初
頭

T
o-
a
 (１

～
３
/１
０
)　

B
-T
m
 (５
・９

/１
０
)

Ｂ
－

Ｅ
－
３７

°
－
Ｓ
　
東
壁
南
側

１０
-Ａ

ほ
ぼ
一
巡

４５
Ｎ
－
６８

°
－
Ｗ

７
.７

２
.６
×
３
.１
　
長
方
形

５２
２

９
ｃ
後
半

Ｄ
－

Ｗ
－
２３

°
－
Ｓ
　
西
壁
北
側

０
-
Ａ

一
巡

３５
Ｎ
－
７４

°
－
Ｅ

６
.８

２
.５
×
３
.１
　
長
方
形

５２
３

１０
ｃ
初
頭
　
支
脚
－
礫
　

Ｄ
－

Ｓ
－
１９

°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

６
-
Ａ

－
３０

Ｎ
－
９
°
－
Ｗ

７
.６

２
.５
×
３
.２
　
長
方
形

５２
４

欠
番

５２
５

９
ｃ
後
半

Ｃ
－

Ｓ
－
１９

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

０
-
Ａ

部
分

２０
Ｎ
－
１２

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

５０
９
＞
５２
６

５２
６

９
ｃ
後
半

Ａ
羽
口

(２
)

Ｓ
－
２１

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

０
-
Ａ

－
１５

Ｎ
－
２７

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

５０
７
＞
５２
７

５２
７

欠
番

５２
８

９
ｃ
後
半
　
支
脚
－
坏

T
o-
a
 (６
・７

/８
)　

Ａ
１

－
Ｎ
－
３２

°
－
Ｅ
　
北
壁
中
央

０
-
Ａ

－
４０

Ｎ
－
３３

°
－
Ｅ

３
.１

２
.１
×
２
.１
　
方
形

５２
９

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 (２
・４

～
９
/１
１
) 

Ｄ
－

Ｓ
－
１９

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

７
-
Ａ

部
分

８０
Ｎ
－
１１

°
－
Ｗ

１５
.５

３
.８
×
４
.３
　
長
方
形

５３
０
＞
５３
２
Ｂ

５３
０

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 (１

/７
) 

Ｂ
－

Ｓ
－
２７

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

３
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

６０
Ｎ
－
２７

°
－
Ｗ

１１
.８

３
.１
×
４
.１
　
長
方
形

５３
１

１０
ｃ
初
頭

－
－

　
　
　
－

３
-
Ａ

－
４５

Ｎ
－
１４

°
－
Ｅ

３
.６

１
.７
×
２
.５
　
長
方
形

５３
２
Ｂ
＜
５３
２
Ａ

　
竪
穴
遺
構
？

５３
２
Ａ

９
ｃ
後
半

－
－

　
　
不
明

１
-
Ａ

－
３０

Ｎ
－
８
°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

５３
０
＞
５３
２
Ｂ
＜
５３
２
Ａ

５３
２
Ｂ

１０
ｃ
初
頭

不
明

－
　
　
不
明
　
　
　
東
壁
南
側

２６
-
Ｅ

一
巡

５０
Ｎ
－
８５

°
－
Ｅ

５３
.５

７
.４
×
７
.３
　
方
形

５３
３
＞
５３
４

５３
３

９
ｃ
後
半
　
支
脚
－
礫
の
上
に
坏
　

T
o-
a
 (６

/１
０
)

Ａ
１

羽
口

(３
)

Ｓ
－
２１

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

５０
Ｎ
－
２４

°
－
Ｗ

１３
３
.８
×
３
.７
　
方
形

５３
３
＞
５３
４

５３
４

９
ｃ
後
半

－
－

　
　
不
明

０
-
Ａ

－
３５

Ｎ
－
３１

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

５２
０
＞
５３
５

５３
５

９
ｃ
後
半

T
o-
a
 (１
・６

/６
)

－
－

　
　
不
明

３
-
Ａ

－
３０

Ｎ
－
２３

°
－
Ｗ

８
.１

２
.８
×
３
.１
　
長
方
形

５３
６

欠
番

５３
７
～
６０
０

９
ｃ
後
半

Ｃ
礫

Ｓ
－
９
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側
　

９
-
Ｄ

ほ
ぼ
一
巡

５０
Ｎ
－
４
°
－
Ｗ

４２
.７

６
.６
×
６
.７
　
方
形

６０
１

９
ｃ
後
半

不
明

－
Ｓ
－
０
°
－
Ｓ
　
南
壁
東
側
　

　
－

－
－

　
　
－

－
　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

１０
ｃ
前
半

Ｃ
－

Ｅ
－
１１

°
－
Ｓ
　
東
壁
南
側
　

８
-
Ｃ

－
４０

Ｎ
－
８
°
－
Ｗ

１０
.７

（
３
.５
）
×
３
.６
　
方
形

６０
２

９
ｃ
中
葉
～
後
半

Ａ
１

－
Ｓ
－
６
°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側
　

１０
-Ａ

－
６０

Ｎ
－
１
°
－
Ｗ

１０
.９

３
.７
×
３
.６
　
方
形

６０
３

１０
ｃ
前
半

Ａ
１

－
Ｅ
－
１４

°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側
　

８
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

４５
Ｎ
－
７７

°
－
Ｅ

２１
.１

４
.７
×
４
.７
　
方
形

６０
４

１０
ｃ
前
半

Ｃ
礫

Ｅ
－
３２

°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側
　

８
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

７５
Ｎ
－
７２

°
－
Ｅ

２２
.５

４
.７
×
４
.９
　
方
形

６０
５

９
ｃ
後
半

B
-T
m
 (９

／
１２

)
Ａ
１

－
Ｅ
－
９
°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側
　

６
－
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

５５
Ｎ
－
７８

°
－
Ｅ

２１
.６

４
.６
×
４
.８
　
方
形

６０
６
＞
６０
７

６０
６

９
ｃ
後
半

Ｃ
－

Ｓ
－
６
°
－
Ｎ
　
南
壁
東
側
　

８
－
Ａ

一
巡

２０
Ｎ
－
７
°
－
Ｗ

４０
.８

６
.５
×
６
.５
　
方
形

６０
６
＞
６０
７

６０
７

９
ｃ
後
半

Ｃ
－

Ｓ
－
２
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側
　

１１
－
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

９０
Ｎ
－
５
°
－
Ｗ

１６
.６

４
.５
×
４
.４
　
方
形

６０
８
＞
６１
３

６０
８

１０
ｃ
前
半
　
支
脚
－
甕
　

B
-T
m
 (６

／
２４

)　
T
o-
a
 (１
７
／
２４

)
Ｄ

－
Ｅ
－
６
°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側
　

３
－
Ａ

一
巡

６０
Ｎ
－
１０

°
－
Ｗ

３０
５
.６
×
５
.９
　
方
形

６０
９
＞
６１
０
・
６１
２

６０
９

１０
ｃ
前
半

Ｃ
－

Ｅ
－
１２

°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

－
－

－
　
　
－

－
　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

９
ｃ
中
葉
～
後
半
　
支
脚
－
椀
形
鉄
滓
　

Ａ
１

礫
Ｓ
－
１２

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側
　

２
－
Ｃ

部
分

４０
Ｎ
－
１３

°
－
Ｗ

９
.２

３
.１
×
３
.５
　
長
方
形

６０
９
＞
６１
０

６１
０

９
ｃ
後
半

Ｄ
－

Ｓ
－
２９

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側
　

９
-
Ａ

部
分

７０
Ｎ
－
１７

°
－
Ｗ

２３
.５

４
.８
×
５
.２
　
方
形

６１
１

９
ｃ
後
半

－
－

　
　
不
明

２
-
Ａ

－
３５

　
　
－

－
　
　
不
明

６０
９
＞
６１
２

６１
２

９
ｃ
中
葉
～
後
半

Ｃ
－

Ｓ
－
４
°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側
　

２
-
Ａ

－
－

Ｎ
－
３
°
－
Ｅ

－
　
　
不
明

６０
８
＞
６１
３

６１
３

９
ｃ
中
葉
～
後
半

Ａ
－

Ｓ
－
５
°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側
　

－
－

－
　
　
－

－
　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

１０
ｃ
初
頭
　
支
脚
－
礫
　

B
-T
m
 （
１
／
５
）

Ａ
１

－
Ｓ
-１
９
°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

０
－
Ａ

－
５０

Ｎ
－
１７

°
－
Ｗ

６
２
.６
×
２
.８
　
方
形

６１
４

９
ｃ
後
半

Ｃ
Ｓ
－
１６

°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

１４
－
Ｃ

部
分

４０
Ｎ
－
１９

°
－
Ｗ

１３
.５

（
３
.６
）
×
３
.７
　
方
形

６１
５

１０
ｃ
初
頭

－
－

　
　
不
明

２
-
Ａ

部
分

４０
Ｎ
－
４５

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

６１
６

１０
ｃ
初
頭
　
支
脚
－
椀
形
鉄
滓
　

Ａ
－

Ｓ
－
４７

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

０
-
Ａ

－
１０

Ｎ
－
５４

°
－
Ｗ

４
.３

２
.３
×
２
.４
　
方
形

６１
７

１０
ｃ
前
半
　
木
の
皮
状
の
炭
化
物
（
敷
物
？
）　

Ｃ
?

－
Ｅ
－
７
°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

５
-
Ａ

－
５５

Ｎ
－
８６

°
－
Ｅ

２３
.２

４
.９
×
４
.９
　
方
形

６１
８

欠
番

６１
９
～
６２
３

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 （
４
上
／
１２

）
Ｄ

－
Ｓ
－
１５

°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側

３５
-
Ｆ

－
５０

Ｎ
－
１４

°
－
Ｗ

３３
.２

５
.８
×
６
.０
　
方
形

６２
４

欠
番

６２
５

１０
ｃ
前
半
　
支
脚
－
甕
（
笹
葉
痕
）　

B
-T
m
 （
確
認
面
）　

Ｄ
－

Ｎ
－
１
°
－
Ｅ
　
北
壁
西
側

５
-
Ｃ

－
５５

Ｎ
－
０
°
－
Ｓ

８
.５

２
.９
×
３
.３
　
長
方
形

６２
６

欠
番

６２
７
～
７０
０

１０
ｃ
中
葉
　
支
脚
－
礫
？
　
カ
マ
ド
東
側
に
段
差
　

Ｃ
礫
・
羽
口
？

Ｓ
－
１６

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２２
-
Ｃ

一
巡

４０
Ｎ
－
２０

°
－
Ｗ

２８
.６

５
.５
×
５
.２
　
方
形

７０
１
＞
３７
７

７０
１

１０
ｃ
前
半
　
ロ
ク
ロ
ピ
ッ
ト

(P
it
2
)　

－
－

　
　
不
明
　
　
　
南
壁
？

７
-
Ｄ

ほ
ぼ
一
巡

４５
Ｎ
－
１０

°
－
Ｗ

９０
.３

９
.８
×
９
.５
　
方
形

７０
３
＞
７０
２
＞
７０
４

７０
２

１０
ｃ
中
葉

Ｄ
－

Ｓ
－
４
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

６
-
Ａ

－
５５

Ｎ
－
２
°
－
Ｗ

２５
.９

５
.５
×
４
.８
　
長
方
形

７０
３
＞
７０
２
＞
７０
４

７０
３

１０
ｃ
初
頭

Ｄ
礫

Ｅ
－
０
°
-
Ｅ
　
東
壁
北
壁

１０
-
Ｄ

－
５０

Ｎ
－
３
°
－
Ｗ

８３
.２

（
９
.６
）×

８
.８
　
長
方
形

７０
３
＞
７０
２
＞
７０
４

７０
４
Ａ

９
ｃ
後
半

－
－

　
　
不
明

９
-
Ｄ

ほ
ぼ
一
巡

－
Ｎ
－
３
°
－
Ｅ

４３
.３

（
６
．５
）×
（
６
．７
）　

方
形

７０
４
Ａ
＞
７０
４
Ｂ

７０
４
Ｂ

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 （
１
．３
／
８
）　

T
o-
a
 （
３
．４
／
８
）

Ｄ
－

Ｓ
－
３９

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

９
-
Ｄ

部
分

７５
Ｎ
－
３２

°
－
Ｗ

２４
.１

（
４
．９
）×

５
．２
　
方
形

７０
５

１０
ｃ
初
頭
　
支
脚
－
羽
口
　

B
-T
m
 （
１
．２
．３
／
６
）

Ａ
１

羽
口

Ｓ
－
１１

°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側
？

２
-
Ａ

－
３０

Ｎ
－
１３

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

７０
６

９
ｃ
後
半

Ａ
１

－
Ｓ
－
１２

°
－
Ｗ
　
南
壁
東
側

－
－

－
　
　
－

－
　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

１０
ｃ
初
頭
　
排
水
溝
　

B
-T
m
 （
１
．２
．３
／
５
）

Ｄ
－

Ｓ
－
３
°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側

４
-
Ｄ

ほ
ぼ
一
巡

６０
Ｎ
－
５
°
－
Ｅ

２３
.６

５
.０
×
４
.７
　
方
形

７０
７

１０
ｃ
初
頭
　
鍛
冶
遺
構

－
－

　
　
　
－

３
-
Ａ

－
２０

Ｎ
－
２
°
－
Ｅ

５
.３

２
.５
×
２
.４
　
方
形

竪
穴
遺
構

７０
８
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住
居
跡
観
察
表
６

備
　
　
　
　
　
考

降
下
火
山
灰

カ
　
　
マ
　
　
ド

pi
t 

 (
柱
穴
配
置
）

壁
溝

深
さ

 (
�

)
主
軸
方
位

床
面
積

（
㎡
）

規
模
・
平
面
形

重
複
関
係

住
居

番
号

煙
道
部
断
面

芯
　
材

位
　
　
　
置

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 （
４
／
７
）

Ａ
１

礫
Ｓ
－
３
°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側

４
-
Ｄ

ほ
ぼ
一
巡

６０
Ｎ
－
２
°
－
Ｗ

１９
.８

４
.５
×
４
.８
　
方
形

７０
９

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 （
１
／
７
）

Ｄ
－

Ｓ
－
１０

°
－
Ｗ
　
南
壁
東
側

３
-
Ａ

部
分

６０
Ｎ
－
１０

°
－
Ｗ

１６
.１

４
.２
×
４
.２
　
方
形

７１
０

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
前
半

－
－

　
　
不
明
　
　
　
北
壁

２
-
Ａ

－
５

Ｎ
－
１９

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

７１
１

１０
ｃ
初
頭

Ａ
１

－
Ｓ
－
４８

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２
-
Ａ

－
２５

Ｎ
－
５０

°
－
Ｗ

７
.６

２
.８
×
２
.９
　
方
形

７１
２

９
ｃ
後
半
　
排
水
溝
　
支
脚
－
甕
　

Ａ
?

－
Ｓ
－
３１

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

３
-
Ａ

部
分

３０
Ｎ
－
２５

°
－
Ｗ

１５
.７

４
.０
×
４
.３
　
方
形

７１
３

９
ｃ
後
半
？

Ａ
?

－
Ｓ
－
３１

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

　
－

－
－

　
　
－

－
　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 （
１
／
８
）　

T
o-
a
 （
５
／
８
）

Ｄ
－

Ｓ
－
３４

°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

４
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

５５
Ｎ
－
３６

°
－
Ｗ

１８
.７

４
.２
×
４
.８
　
長
方
形

７１
４

１０
ｃ
初
頭
以
前
（
９
ｃ
後
半
？
）

Ｄ
－

Ｓ
－
３２

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

　
－

－
－

　
　
－

－
　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 （
１
／
１
）

不
明

羽
口

Ｎ
－
３５

°
－
Ｅ
　
北
壁
中
央

０
-
Ａ

－
１５

Ｎ
－
６５

°
－
Ｅ

４
.９

２
.５
×
２
.３
　
方
形

７１
５

９
ｃ
後
半
　
支
脚
－
羽
口
　

T
o-
a
 （
３
.４
.５
.１
０
／
１０

）
Ｂ

?
礫

Ｓ
－
４５

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

４
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

５０
Ｎ
－
４５

°
－
Ｗ

２０
.５

４
.９
×
４
.８
　
方
形

７１
６

９
ｃ
後
半

T
o-
a
 （
１
.２
.３
.５
.６
.７
／
１０

）
Ｂ

?
－

Ｓ
－
４５

°
－
Ｅ
　
南
壁
中
央

３
-
Ａ

－
５０

Ｎ
－
４２

°
－
Ｗ

７
２
.９
×
２
.８
　
方
形

７１
７

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 （
１
／
７
）

Ｃ
羽
口

Ｓ
－
１５

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

３
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

５０
Ｎ
－
２１

°
－
Ｗ

１５
.４

４
.０
×
４
.２
　
方
形

７１
８

１０
ｃ
初
頭
　
支
脚
－
羽
口
　

B
-T
m
 （
１
／
５
）

Ｃ
－

Ｓ
－
１６

°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

３
-
Ａ

部
分

６５
Ｎ
－
１０

°
－
Ｗ

１０
.４

３
.３
×
３
.８
　
長
方
形

７１
９
＞
７２
０

７１
９

９
ｃ
後
半

Ｃ
－

Ｓ
－
３０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

３０
Ｎ
－
３２

°
－
Ｗ

１０
.７

３
.３
×
３
.６
　
方
形

７１
９
＞
７２
０

７２
０

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 （
１
／
５
）

Ｃ
羽
口

Ｓ
－
２５

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２６
-
Ｆ

部
分

５０
Ｎ
－
２２

°
－
Ｗ

３２
.４

５
.６
×
６
.０
　
方
形

７２
１

１０
ｃ
初
頭

Ａ
１

－
Ｓ
－
２５

°
－
Ｗ
　
南
西
隅

０
-
Ａ

－
５０

Ｎ
－
３７

°
－
Ｗ

５
.４

２
.６
×
２
.２
　
長
方
形

７２
２

９
ｃ
後
半

T
o-
a
 （
２
／
２
）

－
－

　
　
不
明
　
　
　
南
壁
東
側

１
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

３５
Ｎ
－
１８

°
－
Ｗ

９
.３

３
.２
×
３
.２
　
方
形

７２
３
＞
７２
４

７２
３

９
ｃ
後
半
　
支
脚
－
礫
　

T
o-
a
 （
１
／
２
）

Ｂ
－

Ｓ
－
１８

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

３０
Ｎ
－
１８

°
－
Ｗ

１７
.４

３
.７
×
４
.８
　
長
方
形

７２
３
＞
７２
４

７２
４

１０
ｃ
初
頭
　
支
脚
－
甕
（
ナ
デ
ツ
ケ
）　

B
-T
m（
１
.２
／
７
）

Ｄ
－

Ｓ
－
２
°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側

０
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

４５
Ｎ
－
３
°
－
Ｅ

５
.９

２
.６
×
２
.６
　
方
形

７２
５

９
ｃ
後
半

Ｄ
－

Ｓ
－
４３

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１
-
Ａ

－
４０

Ｎ
－
４４

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

７２
６

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 （
１
.２
／
４
）

－
－

　
　
不
明
　
　
　
南
壁
中
央

１
-
Ａ

－
４０

Ｎ
－
３４

°
－
Ｗ

９
.４

３
.１
×
２
.８
　
長
方
形

７２
７
＞
７１
３
・
７１
５
・
７１
７
・
 

　
　
　７
１８

７２
７

１１
ｃ
初
頭
　
支
脚
－
甕
（
笹
葉
痕
）　

B
-T
m
 （
２
／
８
）

Ｃ
礫
・
羽
口

Ｓ
－
１５

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１１
-
Ｄ

ほ
ぼ
一
巡

９０
Ｎ
－
７
°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

７２
８
Ａ
＞
７２
８
Ｂ

７２
８
Ａ

９
ｃ
後
半

－
－

　
　
不
明

６
-
Ｄ

ほ
ぼ
一
巡

－
Ｎ
－
９
°
－
Ｗ

２６
.１

５
.２
×
５
.１
　
方
形

７２
８
Ａ
＞
７２
８
Ｂ

７２
８
Ｂ

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 （
２
／
１０

）
Ｄ

羽
口

Ｓ
－
９
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

９
-
Ｄ

ほ
ぼ
一
巡

９０
Ｎ
－
１４

°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

７２
９
Ａ
＞
７２
９
Ｂ

７２
９
Ａ

９
ｃ
後
半

Ａ
?

－
Ｗ
－
２０

°
－
Ｓ
　
西
壁
中
央

３
-
Ａ

－
２０

Ｎ
－
７３

°
－
Ｅ

３
.８

２
.０
×
２
.１
　
方
形

７２
９
Ａ
＞
７２
９
Ｂ

７２
９
Ｂ

９
ｃ
後
半

－
－

　
　
不
明

１
-
Ａ

部
分

５５
Ｎ
－
４１

°
－
Ｅ

－
　
　
不
明

７３
０
＜
７３
１

７３
０

１０
ｃ
初
頭

Ｄ
－

Ｅ
－
１９

°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

１
-
Ａ

－
５０

Ｎ
－
６３

°
－
Ｅ

－
　
　
不
明

７３
１
＞
７３
０

７３
１

欠
番

７３
２
～
７３
４

１０
ｃ
前
半

Ｄ
－

Ｓ
－
８
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２
-
Ａ

－
３５

Ｎ
－
８
°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

７３
５

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
初
頭

Ｄ
－

Ｓ
－
３
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１７
-
Ｃ

部
分

１０
Ｎ
－
４
°
－
Ｗ

２５
.２

５
.０
×
５
.０
　
方
形

８０
１
＜
８１
２

８０
１

１０
ｃ
中
葉
　
支
脚
－
甕
（
ナ
デ
ツ
ケ
）　

不
明
火
山
灰
（
B
-T
m
）（
１
.２
／
４
）

Ｄ
?

－
Ｅ
－
１０

°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

６
-
Ｃ

部
分

３５
Ｎ
－
１２

°
－
Ｗ

７
.１

２
.９
×
３
.１
　
方
形

８０
２
＞
８０
３
＞
８０
５

８０
２

１０
ｃ
前
半

不
明
火
山
灰
（
B
-T
m
）（
１
.２
／
４
）

Ａ
１

－
Ｅ
－
７
°
－
Ｓ
　
東
壁
北
側

５
-
Ｃ

－
４０

Ｎ
－
３
°
－
Ｅ

９
.１

３
.１
×
３
.３
　
方
形

８０
２
＞
８０
３
＞
８０
５

８０
３

１０
ｃ
前
半

Ｃ
礫

Ｓ
－
２５

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２０
-
Ｆ

部
分

２０
Ｎ
－
２７

°
－
Ｗ

４０
.５

６
.２
×
６
.７
　
方
形

８０
４
Ａ
＞
８０
４
Ｂ

８０
４
Ａ

（
１０

ｃ
初
頭
？
）

Ａ
１

－
Ｓ
－
２５

°
－
Ｅ
　
南
壁
？

１１
-
Ａ

部
分

－
　
　
－

－
　
　
不
明

８０
４
Ａ
＞
８０
４
Ｂ

８０
４
Ｂ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
初
頭

Ａ
１

－
Ｅ
－
１２

°
－
Ｓ
　
東
壁
南
側

４
-
Ｃ

－
３５

Ｎ
－
１３

°
－
Ｗ

２０
.８

４
.７
×
４
.８
　
方
形

８０
２
＞
８０
３
＞
８０
５

８０
５

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 （
１
／
２
）

Ｃ
－

Ｓ
－
３
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

５
-
Ａ

部
分

２５
Ｎ
－
１７

°
－
Ｗ

７
.２

２
.８
×
２
.８
　
方
形

８０
６

欠
番

８０
７・
８０
８

１０
ｃ
前
半

不
明

－
Ｎ
－
２８

°
－
Ｗ
　
北
壁
西
側

３
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

１０
Ｎ
－
２６

°
－
Ｗ

６
.２

２
.６
×
２
.６
　
方
形

８０
９

　
欠
番

８１
０・
８１
１

９
ｃ
後
半

不
明

－
　
　
不
明
　
　
　
南
壁
中
央

３
-
Ｄ

ほ
ぼ
一
巡

４５
Ｎ
－
９
°
－
Ｗ

４３
.８

６
.８
×
６
.８
　
方
形

８１
４
＞
８１
２
＞
８０
１
.８
１３

８１
２
Ａ

９
ｃ
中
葉

－
－

　
　
不
明
　
　
　
東
壁
南
側

１４
-
Ｄ
？

ほ
ぼ
一
巡

－
Ｎ
－
１０

°
－
Ｗ

３３
.９

５
.７
×
５
.８
　
方
形

８１
２
Ａ
＞
８１
２
Ｂ
＞
８１
３

８１
２
Ｂ

９
ｃ
前
半

－
－

　
　
不
明

２
-
Ａ

部
分

１０
Ｎ
－
８
°
－
Ｗ

８
３
.１
×
２
.６
　
長
方
形

８１
２
Ａ
＞
８１
２
Ｂ
＞
８１
３

８１
３

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
初
頭

T
o-
a
 （
１
／
４
）

Ｄ
羽
口
・
礫

Ｓ
－
２７

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

５
-
Ｄ

部
分

４０
Ｎ
－
３０

°
－
Ｗ

２５
.１

５
.２
×
５
.２
　
方
形

８１
５
＞
８１
４
＞
８１
２

８１
４

１０
ｃ
初
頭

Ｃ
－

Ｓ
－
１６

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１４
-
Ｃ

ほ
ぼ
一
巡

５０
Ｎ
－
１１

°
－
Ｗ

５５
.３

７
.４
×
７
.７
　
方
形

８１
５
＞
８１
４

８１
５
Ａ

９
ｃ
後
半

－
－

　
　
不
明

１１
-
Ｃ

ほ
ぼ
一
巡

－
Ｎ
－
１１

°
－
Ｗ

３１
.３

５
.２
×
６
.０
　
長
方
形

８１
５
Ａ
＞
８１
５
Ｂ

８１
５
Ｂ

欠
番

８１
６

９
ｃ
後
半
　
支
脚
－
甕
（
木
葉
痕
）　

Ａ
?

－
Ｓ
－
０
°
－
Ｎ
　
南
壁
西
側

１６
-
Ａ

部
分

２５
Ｎ
－
０
°
－
Ｓ

１４
.５

３
.５
×
４
.３
　
長
方
形

８１
７

欠
番

８１
８
～
８２
１

９
ｃ
後
半
　
支
脚
－
ロ
ク
ロ
広
口
鉢
（
回
転
糸
切
り
）　

T
o-
a
 （
２
／
６
）

Ｄ
羽
口

Ｓ
－
３０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１７
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

６５
Ｎ
－
３２

°
－
Ｗ

２３
.３

５
.２
×
５
.０
　
方
形

８２
２

９
ｃ
後
半

－
－

　
　
不
明

２
-
Ａ

部
分

３５
　
　
－

－
　
　
不
明

３６
３
＞
８２
３

８２
３

欠
番

８２
４

１０
ｃ
初
頭

T
o-
a
 （
４
.５
.６
／
１３

）
－

－
　
　
不
明

３
-
Ａ

一
巡

２０
Ｎ
－
３２

°
－
Ｗ

２３
.５

５
.２
×
５
.０
　
方
形

８２
５
Ａ
＞
８２
５
Ｂ

８２
５
Ａ

９
ｃ
後
半

不
明

－
　
　
不
明
　
　
　
南
壁
東
側

１
-
Ａ

部
分

－
Ｎ
－
４０

°
－
Ｗ

１６
.４

３
.８
×（

４
.０
）　

方
形
？

８２
５
Ａ
＞
８２
５
Ｂ

８２
５
Ｂ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
初
頭

不
明
火
山
灰（

１
／
９
）

不
明

－
Ｅ
－
１５

°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

４
-
Ａ

一
巡

６５
Ｎ
－
１３

°
－
Ｗ

２０
.７

４
.１
×
５
.２
　
長
方
形

８２
６
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住
居
跡
観
察
表
７

備
　
　
　
　
　
考

降
下
火
山
灰

カ
　
　
マ
　
　
ド

pi
t 

 (
柱
穴
配
置
）

壁
溝

深
さ

 (
�

)
主
軸
方
位

床
面
積

（
㎡
）

規
模
・
平
面
形

重
複
関
係

住
居

番
号

煙
道
部
断
面

芯
　
材

位
　
　
　
置

欠
番

８２
７
～
８２
９

１０
ｃ
初
頭

B
-T
m
 （
４
／
５
）

Ｄ
－

Ｓ
－
２０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

６
-
Ａ

部
分

８０
Ｎ
－
２２

°
－
Ｗ

１３
.２

３
.７
×
４
.２
　
長
方
形

８３
０

１０
ｃ
前
半
　
張
出
部

(
西
壁
１
.５
×
１
.５
)

Ｄ
礫
？

Ｓ
－
２０

°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

１０
-
Ｃ

一
巡

４５
Ｎ
－
１４

°
－
Ｗ

２６
.９

５
.０
×
５
.１
　
方
形

８３
１
Ａ
＞
８３
１
Ｂ
＞
８３
１
Ｃ

８３
１
Ａ

１０
ｃ
初
頭

－
－

　
　
不
明

６
-
Ｃ

一
巡

６０
Ｎ
－
１４

°
－
Ｗ

１９
.６

４
.７
×
４
.７
　
方
形

８３
１
Ａ
＞
８３
１
Ｂ
＞
８３
１
Ｃ

８３
１
Ｂ

９
ｃ
後
半

Ｄ
－

Ｓ
－
１８

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１３
-
Ｃ

一
巡

８５
Ｎ
－
１３

°
－
Ｗ

１６
.２

４
.０
×
４
.２
　
方
形

８３
１
Ａ
＞
８３
１
Ｂ
＞
８３
１
Ｃ

８３
１
Ｃ

９
ｃ
後
半

不
明
火
山
灰（

１
.２
／
３
）

Ａ
?

堝
・
甕

Ｓ
－
３５

°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

１０
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

６０
Ｎ
－
３５

°
－
Ｗ

１０
.５

３
.３
×
３
.３
　
方
形

８３
２
Ａ
＞
８３
２
Ｂ

８３
２

９
ｃ
後
半
以
前

Ａ
?

－
Ｓ
－
３２

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

　
－

－
－

－
－

　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
初
頭

B
-T
m
 （
６
.１６

／
２１

） 
T
o-
a （
１４

.１５
／
２１

）
Ａ
１

－
Ｅ
－
１１

°
－
Ｎ
　
東
壁
南
側

２
－
Ａ

－
７５

Ｎ
－
１０

°
－
Ｗ

５
.２

２
.７
×
２
.８
　
方
形
？

９０
１

９
ｃ
後
半

B
-T
m
 （
１
／
５
）　

Ｄ
羽
口
（
？
）

Ｓ
－
２０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

８
－
Ａ

－
３０

Ｎ
－
２３

°
－
Ｗ

１６
.７

４
.０
×
４
.７
　
長
方
形

９０
２
＞
９１
３

９０
２

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
初
頭

－
－

　
　
不
明

１２
－
Ａ

部
分

５０
－

－
　
　
不
明

９０
３
＞
９０
４

９０
３

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
初
頭

Ｃ
－

Ｓ
－
４
°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側

１３
-
Ｃ

部
分

４０
Ｎ
－
３
°
-
Ｅ

２０
４
.０
×
５
.０
　
長
方
形

９０
３
＞
９０
４

９０
４

９
ｃ
後
半

B
-T
m
 （
１
／
１６

）　
Ｄ

－
Ｓ
－
２１

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

５
－
Ａ

部
分

３０
Ｎ
－
３５

°
－
Ｗ

２２
４
.９
×
４
.７
　
方
形

９０
５

９
ｃ
後
半

Ｄ
－

Ｓ
－
４４

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

４
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

４０
Ｎ
－
４９

°
－
Ｗ

１６
.６

３
.９
×
４
.３
　
方
形

９０
６

９
ｃ
後
半

Ｄ
－

Ｓ
－
３１

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１２
-
Ａ

一
巡

４０
Ｎ
－
３１

°
－
Ｗ

１７
.６

４
.１
×
４
.４
　
方
形

９０
７

９
ｃ
後
半

Ａ
１

羽
口
（
２
）

Ｓ
－
４２

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

３
-
Ａ

－
４０

Ｎ
－
３８

°
－
Ｗ

９
.９

３
.２
×
３
.４
　
方
形

９０
８

９
ｃ
後
半

Ａ
１

－
Ｓ
－
３７

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

２
-
Ａ

－
２５

Ｎ
－
４２

°
－
Ｗ

１０
.５

３
.４
×
３
.３
　
方
形

９０
９

９
ｃ
後
半

Ａ
１

甕
Ｓ
－
４０

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

５
-
Ａ

－
４０

Ｎ
－
３５

°
－
Ｗ

１０
３
.３
×
３
.４
　
方
形

９１
０

９
ｃ
後
半
　
支
脚
－
羽
口
　

T
o-
a
 （
３
.５
／
１１

）
Ｄ

－
Ｓ
－
１６

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

 ３
-
Ａ

部
分

４５
Ｎ
－
２２

°
－
Ｗ

８
.７

２
.８
×
３
.３
　
長
方
形

９１
１

９
ｃ
後
半

Ｄ
羽
口
（
２
）

Ｓ
－
２２

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

４
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

３５
Ｎ
－
２４

°
－
Ｗ

１８
.２

４
.２
×
４
.８
　
長
方
形

９１
２
Ａ
＞
９１
２
Ｂ

９１
２
Ａ

９
ｃ
中
葉
～
後
半

Ａ
１

－
Ｓ
－
２２

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

０
-
Ａ

部
分

－
Ｎ
－
２４

°
－
Ｗ

８
.１

３
.０
×
３
.０
　
方
形

９１
２
Ａ
＞
９１
２
Ｂ

９１
２
Ｂ

１０
ｃ
前
半

－
－

　
　
不
明

２
-
Ａ

－
２０

－
－

　
　
不
明

９１
３
＞
９０
２

９１
３

９
ｃ
後
半

Ａ
１

－
Ｓ
－
５
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

４
-
Ａ

－
３０

Ｎ
－
８
°
－
Ｗ

－
　
　
不
明

９１
４

１０
ｃ
前
半

Ａ
１

－
Ｅ
－
４
°
－
Ｓ
　
西
壁
北
側

３
-
Ａ

－
６０

－
－

　
　
不
明

９１
５
＞
９１
６

９１
５

１０
ｃ
前
半

－
－

　
　
不
明

５
-
Ａ

部
分

－
－

－
　
　
不
明

９１
５
＞
９１
６

９１
６

１０
ｃ
前
半

Ｃ
－

Ｅ
－
４
°
－
Ｓ
　
東
壁
南
側

３
-
Ａ

一
巡

５５
Ｎ
－
１
°
－
Ｗ

９
.３

３
.１
×
３
.２
　
方
形

９１
７

９
ｃ
後
半

Ｄ
－

Ｓ
－
１６

°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

３
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

３０
Ｎ
－
１６

°
－
Ｗ

９
.４

２
.９
×
３
.３
　
長
方
形

９１
８

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
初
頭

Ｄ
－

Ｓ
－
３６

°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

２９
-
Ｆ

－
４０

Ｎ
－
３６

°
－
Ｗ

３１
.３

５
.７
×
５
.７
　
方
形

９１
９

１０
ｃ
初
頭

－
－

　
　
不
明

２
-
Ａ

－
２０

－
－

　
　
不
明

９３
６
・
９３
７
＞
９２
０

９２
０

欠
番

９２
１

９
ｃ
後
半

Ｂ
－

Ｓ
－
２５

°
－
Ｅ
　
南
壁
東
側

１
-
Ａ

－
６０

Ｎ
－
１８

°
－
Ｗ

１０
３
.５
×
３
.１
　
長
方
形

９２
２
Ａ
＞
９２
２
Ｂ

９２
２

９
ｃ
中
葉

Ａ
１

－
Ｓ
－
１６

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

　
－

－
－

－
－

　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

９
ｃ
後
半
～
１０

ｃ
初
頭
　
支
脚
－
甕

B
-T
m
 （
１
.５
／
１０

）
Ｃ

－
Ｓ
－
２４

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

４０
Ｎ
－
２６

°
－
Ｗ

１２
.７

３
.８
×
３
.９
　
方
形

９２
３
＞
９３
８

９２
３

１０
ｃ
初
頭

Ｄ
－

Ｅ
－
４０

°
－
Ｓ
　
東
壁
南
側

１
-
Ａ

部
分

３０
Ｎ
－
５６

°
－
Ｗ

２５
.５

５
.２
×
５
.３
　
方
形

９２
５
＞
９２
４
＞
９２
７

９２
４

１０
ｃ
前
半

Ｃ
－

Ｓ
－
２
°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１
-
Ａ

－
５０

Ｎ
－
３
°
－
Ｅ

１４
.４

３
.８
×
４
.４
　
長
方
形

９２
５
＞
９２
４
　

９２
５

１０
ｃ
前
半

Ｃ
礫

(
３

)
Ｅ
－
２
°
－
Ｎ
　
東
壁
北
側

２
-
Ａ

一
巡

４０
Ｎ
－
１
°
－
Ｗ

１６
.１

４
.２
×
４
.１
　
方
形

９２
６
＞
９２
７

９２
６

１０
ｃ
前
半

Ｃ
－

Ｓ
－
１３

°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側

　
－

－
－

－
－

　
　
　
－

カ
マ
ド
Ｂ

９
ｃ
後
半

B
-T
m
 （
２
／
４
）

Ｃ
－

Ｓ
－
２６

°
－
Ｗ
　
南
壁
西
側

１
-
Ａ

ほ
ぼ
一
巡

４０
Ｎ
－
２８

°
－
Ｗ

２５
.３

５
.４
×
５
.７
　
方
形

９２
４
・
９２
６
＞
９２
７

９２
７

９
ｃ
後
半

Ｂ
－

Ｓ
－
２１

°
－
Ｅ
　
南
壁
西
側

１２
-
Ｃ

部
分

２５
Ｎ
－
２０

°
－
Ｗ

５５
.５

７
.４
×
７
.５
　
方
形

９２
８

９
ｃ
後
半

－
－

　
　
　
－

２
-
Ａ

－
３０

Ｎ
－
４０

°
－
Ｗ

７
.９

２
.８
×
３
.２
　
長
方
形

竪
穴
遺
構

９２
９

９
ｃ
後
半

T
o-
a
 （
２
／
１０

）
不
明

－
Ｓ
－
３６

°
－
Ｅ
　
南
壁
中
央

１
-
Ａ

－
３０

Ｎ
－
３４

°
－
Ｗ

５
.２

２
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土　偶　の　製　作
－青森県埋蔵文化財調査センター収蔵資料から－

成　田　滋　彦　

１　はじめに

　土偶の研究は、プロポーション及び文様に研究の視点が向けられがちで、製作という視点からは、

あまり注目されてこなかったのではないかと思われる。

　最近、「土偶とその情報」研究会が編集した土偶の集大成というべき『土偶の研究の地平（１）～

（４）』（八重樫１９９７･１９９８･１９９９･２０００）の論文集の中でも、土偶の製作面にふれた論考は少なく、多

くの研究者の論考が筆者も含めて、表面的な観察が中心であり、土偶の基本ともいうべき土偶の製作

がおざなりにされている点は、反省すべきである。

　今回の論考も１９９２年の浜野美代子氏が土偶の製作面という視点からとりあげた「土偶の破損」（浜野

１９９２）の論文に多いに啓発され、本地域の土偶を製作という面から取りあげた一因となった次第である。

　本論で取り上げる土偶の対象時期としては、土偶製作研究の第一ステップとして、縄文時代中・後

期に限定し、「十字型土偶」・「目立たない土偶」と呼称されている板状土偶に焦点を絞って分析したい

と思う。

　なお、今回使用した資料は、縄文時代中期で鯵ヶ沢町の餅ノ沢遺跡（太田原 ･野村２０ ００） ・青森市の
(注１）

三内沢部遺跡（市川他１９７７）・野辺地町の槻ノ木遺跡（白鳥１９９５）・八戸市の笹ノ沢（３）遺跡（小田

川 ･水谷 ･新山２００１）、縄文時代中期・後期で青森市の三内丸山（６）遺跡（畠山２０００、坂本 ･成田

２００１）、縄文時代後期で青森市の近野遺跡（山道他１９７６、三浦他１９７７、秦他１９９７）から出土した県内６

遺跡の資料である。

　６遺跡を選択した理由は、青森県埋蔵文化財調査センターが発掘し、現在、遺物が収蔵されている

ため、土偶の観察及び分析が容易であるという点からである。

　また、三内丸山（６）遺跡については、現在も報告書を

作成中であり、今回用いた資料は ､２００１年３月までに刊行

された報告書に記載されている土偶のみを使用して検討し

ているため、今後の資料の整理によって、土偶の分析内容

が変化することもありえるという事をおことわりしておく。

　なお、図４～７の土偶は報告書から転載し、図３の土偶

は筆者が土偶を取り直したものである。また、断面図に関

しては、筆者が実見し図に修正を加えたものである。

２　遺跡概要（図１）

　今回、取り扱った６遺跡について、遺跡の概要と土偶の

出土状態について、遺跡ごとに記載する。　　

　Ａ　野辺地町　槻ノ木遺跡（二本柳１９８１、畠山１９８３、白 図１　遺跡位置図

１　餅ノ沢遺跡　２　三内沢部遺跡　３　三内丸山（６）遺跡
４　近野遺跡　　５　槻ノ木遺跡　　６　笹ノ沢（３）遺跡

スクリーントーンは、標高１００�
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鳥１９９５）

　本遺跡は、野辺地町字槻ノ木に所在し、野辺地湾に注ぐ近沢川の河口から１�上流の標高約４０ｍの

段丘上に立地している。

　昭和５５年に野辺地町教育委員会が調査を実施し（二本柳１９８１）、翌年、一般農道の整備事業の実施に

伴い県教育委員会が調査を実施した（畠山１９８３）。平成５年には、近沢川砂防ダム建設事業に伴い、県

教育委員会が調査を実施した（白鳥１９９５）。

　このように、数次にわたる発掘調査の結果、縄文時代中期（円筒上層ａ～大木１０式併行期）の集落

が判明し、その規模から上北地域の拠点的な集落と考えられる。

　土偶は、遺構内１個・遺構外１３個の計１４個の出土であり、遺構内は大木１０式併行期のフラスコ状ピッ

ト内からの出土である。

　土偶の時期は、縄文時代中期の円筒上層式期と大木１０式併行期、縄文時代後期の十腰内�式期の三

時期に分類ができる。

　Ｂ　鯵ヶ沢町　餅ノ沢遺跡（太田原・野村２０００）

　本遺跡は鯵ヶ沢町に所在し、岩木山東麓の鳴沢川と長前川にはさまれた標高約５０ｍの台地上に立地

している。

　昭和５９年に新谷雄蔵氏が調査し ､石棺墓が確認された。その後、県営中山間地域整備の道路工事に

伴い、平成９・１０年に県教育委員会が調査を実施した。

　調査の結果、住居跡７軒・石囲炉２５基・配石遺構１０基・石棺墓４基・埋設土器５基・土坑３９基・遺

物包含層１箇所・捨て場２箇所を検出し、縄文時代前期後半から後期初頭にかけての時期であり、西

海岸地域の拠点的な集落と考えられる。

　土偶は１００個が出土し ､土坑内から１個・遺構外から９９個が出土した。遺構外は第１号捨て場からの

出土が多く、特殊な出土及び施設の痕跡はみられない。

　土偶の時期は、縄文時代中期末葉の大木１０式併行期が主体であり ､土偶が少ないといわれた時期に

大量に出土しているので ､土偶の内容を知るうえで貴重な資料である ｡

　Ｃ　青森市　近野遺跡（山道他１９７６、三浦他１９７７、秦他１９９７）　　　　

　本遺跡は、青森市安田字近野に所在し、青森市の市街地の南西約４㎞で、標高約１８ｍの台地上に立

地している。なお、同台地の北側に特別史跡三内丸山遺跡が位置している。

　遺跡は、県総合運動公園の整備事業に伴い ､昭和４８～５１年・平成７年に県教育委員会が調査を実施

した。

　調査の結果、縄文時代中期中葉～末葉及び縄文時代後期の十腰内Ⅰ式の集落を検出した。土偶は、

１０９個出土し、土偶の時期は縄文時代後期の十腰内Ⅰ式が主体である。十腰内Ⅰ式において三桁の数を

越える土偶は、他の遺跡ではみられないことである。土偶の出土は、遺構外から出土しており、特殊

な出土例はみられない。

　Ｄ　青森市　三内沢部遺跡（市川 ･古市 ･大湯１９７８）

　遺跡は、青森市大字三内字沢部に所在し、標高約１３～２０ｍの沖館川の河岸段丘上に位置している。

　昭和５１年、県教育委員会が東北縦貫自動車道の建設に先立ち、調査を実施した。発掘調査面積は

１４,０００㎡ で、住居跡３９軒・土坑１０１基・埋設土器３基等を検出した。その時期は、縄文時代中期中葉

成　田　滋　彦：土偶の製作�青森県埋蔵文化財調査センター所蔵資料から�
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の円筒上層ｃ式期から後葉の最花式に至る時期で、住居跡は２～３軒を一単位とした集落構造である

と分析している。

　なお、遺跡から南東０.５�に特別史跡三内丸山遺跡が位置しており、同一時期における周辺集落のあ

り方が検討される遺跡である。

　土偶は１０個出土し、そのうち３個は、第１・２２･３５号竪穴住居跡の覆土から出土している ｡第１・

３５号住居跡は焼失家屋であり ､その時期は両住居跡ともに縄文時代中期の円筒上層ｅ式期である。

　Ｅ　青森市　三内丸山（６）遺跡（秦 ･三林１９９９､畠山 ･相馬 ･坂本２０００､坂本 ･成田２００１）

　青森市の三内字丸山に所在する。沖館川に注ぐ小谷地内で、谷川の緩斜面で帯状に立地し、標高約

４０ｍである。

　北西側の約１.５�に特別史跡三内丸山遺跡が位置している。

　遺跡は、東北縦貫自動車道八戸線の建設に伴い、平成９年～１１年の３ケ年にわたって調査を実施した。

　調査の結果、縄文時代中期・後期の集落を検出し、住居跡が台地の斜面状に構築しており、全体の

集落構造は、フラスコ状ピット・住居跡・土坑が規則的な配置であり、あたかも層序を呈するがごと

くであり、サンドイッチ構造の非環状集 落で ある。
（注２）

　また、クマ形土製品を含めた土・石製品の出土が多い点などがあげられる遺跡である。なお、縄文

時代中期の時期では、三内沢部遺跡と同様に特別史跡三内丸山遺跡との関連が注目される。

　土偶は３５個出土し、遺構内から１７個・遺構外から１８個が出土した。遺構は住居跡・フラスコ状ピッ

ト・土坑である。

　土偶の時期は、縄文時代中期（円筒上層ｄ式が主体）、縄文時代後期（十腰内Ⅰ式）に大別される。

　Ｆ　八戸市　笹ノ沢（３）遺跡（小田川 ･水谷 ･新山２００１）

　　遺跡は八戸市に所在し、馬淵川に合流する浅水川と五戸川にはさまれた標高約６０～７０ｍの段丘上

に位置している。

　　平成１０･１１年度に東北縦貫自動車道八戸線の建設に先立ち、青森県教育委員会が調査を実施した。

　　調査の結果、縄文時代中期初頭の円筒上層ａ式のほぼ単一集落跡である。遺構は住居跡・土坑・

溝状土坑・埋設土器・焼土遺構・捨て場を検出し、フラスコ状ピットを中心として住居跡が配置して

おり、全体の構造はサンドイッチ構造を呈する非環状集落である。

　　土偶は２０個出土し、その内訳は住居跡４個・土坑６個・捨て場２個である。ＳＫ１７２から出土した

土偶は、土偶が墓に副葬された可能性が高いと思われる。

　　時期は、円筒上層ａ式であり、円筒上層期の遺跡で、時期が明確にわかる遺跡も貴重である。

３　土偶の製作（図２）

　Ａ　粘土板

　土偶の体部の製作には、一つの粘土塊を手づくねして調整して、整形しているものと、二枚以上の

粘土を重ねて整形しているものとに大別できる。

Ａ類　単独タイプ（一枚の粘土板を使用）

　　　一枚の粘土を用いた手づくねタイプで、体部・腕部を一枚の粘土板で製作する。

Ｂ類　重ね型タイプ（二枚以上の粘土板を使用）
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　　　二枚以上の粘土を重ねていくもので、薄い粘土板を重ねていくものと、厚さの違うものを重ね

　　　ていくものがみられる。

　　Ｂ類�１　薄い粘土板を重ねていくものである。

　　　　　　　（図５－１）

　　Ｂ類�２　上下に粘土板を重ねていくものである。

　　　　　　　（図５－２～５）

　　Ｂ類�３　上下に粘土を重ねた後で、脇に粘土を重ねるものである。

　　　　　　　（図５－６～９）

　　Ｂ類�４　粘土板の両脇に粘土を重ねていくものである。

　　　　　　　（図５－１０）

　　Ｂ類�５　上下に粘土を重ねた後で、両脇に粘土を重ねるものである。

　　　　　　　（図５－１１～１４）

　粘土板は、上下に重ねていく重ね餅タイプと、左右に重ねていくタイプが存在する。なお、最終的

に化粧粘土を用いる例もみられる。

　Ｃ類　中心型タイプ

　　　　中央部に核となる粘土塊を用いて、更に重ねていくタイプであり、Ｂ類の重ね型タイプと基

　　　本的には類似している。

　　Ｃ類�１　核となる粘土を中心として、上下及び左右に粘土を重ねていくものである。　　　　　

　　　　　　　（図５－１５）　

　　Ｃ類�２　中心部に竹等の芯を用いて粘土の核をつくり重ねていくものである。

　　　　　　　（図５－１６）

　土偶の製作にあたっては、多くの土偶は、一枚の粘土板を使用するＡ類の単独タイプ例は少なく、

二枚以上の粘土板を使用するＢ類の重ね型タイプ・Ｃ類中心型タイプ例が主体を占める。なお、首部・

成　田　滋　彦：土偶の製作�青森県埋蔵文化財調査センター所蔵資料から�

図２　粘土板模式図
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腕部・体部とパーツ毎に分かれて製作し、体部と同様に重ね型タイプで製作している。

Ｂ　ソケット

　ソケットが確認された部位は、首部・体部・腕部・脚部の部位である。ソケットは首部及び体部の

部位が多く、腕部・脚部は十字型土偶ではなく、立脚型土偶の部位にソケット状構造が確認できる。

　ソケットは、接合するにあたって、どちらかの断面を凸及び凹にして、接合するものである。各部

位の特徴を下記にまとめる。

　Ａ首部

　Ａ１　首部に５�の凹みを有する。　　　　　　

　　　　（図６�１）

　Ｂ体部

　Ｂ１　体部に２～３�の凹みを有する。　

　　　　（図５�１１・図６�２～６）

　Ｂ２　体部に５�の凹みを有する。　　　　　　　

　　　　（図６�７）　　

　Ｃ腕部

　Ｃ１　腕部に２～３�の凹みを有する。　　

　　　　（図６�８・９）

　Ｃ２　腕部に５�の凹みを有する。　　　　　　

　　　　（図６�１０）

　Ｄ脚部

　Ｄ　　脚部に５�の凹みを有する。　　　　　　

　　　　（図５�２）

　ソケットは、Ｂ１の体部に２～３�の凹みを有するタイプが多く占める。各遺跡をみると餅ノ沢遺

跡では、首部と体部にソケットがあり、三内丸山（６）遺跡では、体部と腕部に、近野遺跡では体部・

腕部・脚部にソケットがみられる。

Ｃ　芯を用いた製作

　土偶の体部には、芯を用い、その芯を中心として粘土を重ねていくものである。前述のＡ粘土板で

分類した。Ｃ類－２の芯を有するものである。図４は首部から端部にかけて、０．７５�の芯が存在する。

また、図６－１１は ､体部の端部に幅０.４�・長さ２�の短い芯がみられる。

　なお、図６－１２は端部の所が斜位であるが、芯かどうかは定かでない。

　この芯については、新谷和徳氏（新谷１９９８）は、竹のような素材が用いられていたという。これら

の芯を用いる技法は、縄文時代中期に多くみられ、その使用は限られた技法と考えられる。

Ｄ　焼成・混入物

　餅ノ沢遺跡においては、にぶい橙色（Hue 5YR6/3）で全体に白色がかった色調と ､橙色（Hue 5YR6/6）
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全体に朱色の色調を呈し ､その色調は土器の色調と類似している ｡

　焼成は、土偶の中でも一般に焼成の良好なものが主体を占めるが、土偶自体が板状で土器と違い表

面積が小さく、焼成の際に温度が一定するため、焼成が良好なものが多いと考えられる。

　しかし、笹ノ沢（３）遺跡においては、撚糸圧痕を施文する土偶は橙色（Hue 5YR6/6）焼成は不良、

沈線施文の土偶はにぶい橙色（Hue 7.5YR7/4）で焼成が良好であり、撚糸圧痕より薄手のつくりであ

る。文様施文の差で焼成に差がみられる。

　また、図３－５のように、土偶の焼成時に表裏面に指頭状の大きさの剥落のみられるもの（はじ き） 
(注３）

であり、土偶の焼成がすべて良好なものでなかった例である。

　混入物は、槻ノ木遺跡で図６－１３は繊維を含み、図５－１２は細粒の赤色土を含み、図５－１４は長石

を含んでおり、その混入物は土器の混入物と同じである事が指摘で きる 。なお、鈴木克彦氏（鈴木１９８５）
（注４）

は、混入物の繊維混入に関しては『…中期の土偶には繊維を含まない例がノーマルであるが、僅かに

繊維を混入する例もある…』として、繊維混入は土偶では、一般的な混入物ではないとしている。

Ｅ　貫通孔

　腕部の脇の下に貫通孔がみられる。このような貫通孔は近野遺跡に代表される縄文時代後期（十腰

内Ⅰ式）では一般に多く用いられる技法である。

　なお、中期では円筒上層ａ式の笹ノ沢（３）遺跡（図６－１５）は、体部に貫通孔のみられるものであり、

中期中葉では頭部の後ろ側に４個の貫通孔、中期末葉に頭部の貫通孔（クロスさせて貫通）が、大木１０

式併行期に多くみられる。土偶を単に吊り下げるものか、貫通孔の用途を含めて検討すべきである。

Ｆ　塗布される土偶

　塗布される土偶は、三内丸山（６）遺跡の図６－１６の土偶で確認できる。赤色顔料を用いて、表裏

面に塗布し、表面は臍部から上部に塗布し、裏面には端部に塗布している。近野遺跡では、図６－１７

が顔面に、図６－１８が体部に塗布している。

　餅ノ沢遺跡の図６－１９は、体部の裏面に黒漆（ ？） を塗布している。顔料を分析していないため、顔
（注５）

料は不明であるが、焼成後に何らかの顔料を塗布している事は、あきらかである。

　しかし、土偶の顔料の塗布は一般的な技法ではなく、遺跡内の数点の事例から判断すれば、特異な

状況下におかれた土偶が塗布されたと考えるべきである。

Ｇ　打痕跡のみられるもの

　打痕跡とは、土偶の一部分を打痕することによって、土偶の表面が剥落することである。図６－２０・

図７－１は体部の端部に打痕跡、図５－１０･図７－２は、体部の上半部に打痕跡、図７－３ ･４は腕

部に打痕跡がみられる。図の矢印方向から何らかの衝撃を受けて生じたと考えられる。

　この打痕跡が廃棄時にうけた打痕なのか、意識的にうけた打痕なのか今後の検討と思われる。

Ｈ　焼成のみられるもの

　図７－１７は、土偶の製作後に再び焼成されたものであり、確認されたのは三内丸山（６）遺跡の１
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図３　ソケット及びはじきの土偶
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例のみである。

　土偶は、焼失家屋から出土したものではなく、意識的に二次焼成を受けたと考えられる。

５　おわりに

Ａ　土偶の製作

　土偶の製作にあたっては、鈴木克彦氏（鈴木１９８０）が中期の土偶の場合として、『…板状土偶の製作

状の特徴は、板状にした粘土を２枚重ね合わせたと思われるもの（２７）､上下につなぎ重ねたと思わ

れるもの（３２）があることである。３０にも接合痕らしい丸味をおびた部分が割れ口にもみえる … 』   とし
（注 ６）

て、土偶の製作面を記載し、分割製作の予測をしている。この土偶の製作状態の観察は評価されるべ

きであろう。

　一方、小野正文氏（小野１９８４ｂ）が『…部分塊はソケット式にはめ込むもの、木芯を用いて接合す

るものとがある。こうした部分塊を接合して土偶を製作する方法を ｢分割塊製作法 ｣と呼ぶことにす

る…』として、「分割塊製作法」と呼称し、木芯を用いた木芯接合法とソケット接合法（小野１９８４ａ）

に分類している ｡

　この分割塊製作法にあっては、浜野美代子氏（浜野１９９０）が、中実土偶の製作を『…中実土偶は、

いくつかの粘土塊を段階的に接合しながら製作されたものであろう…』と分割して製作することを指

摘している。

　筆者も、一枚の粘土板を用いた小形の手づくね土偶以外は、小野・浜野氏の分割して土偶を製作し

ていく事に関し、同様に腕部・体部・脚部・頭部と各パーツ毎に分割して製作すると考えている。

　しかし、ソケット状構造は分割しやすいための技法ともいわれているが、筆者はソケット状構造は

体部と各部位のパーツをつなげ、壊れにくく固定するための構造ではないかと考え たい 。粘土板は重
(注７）

ねるタイプのＢ・Ｃ類のタイプが主体を占めるが、この事は土偶を重ねる事によって、土偶本体を強

化する狙いがあり、前述したソケットとともに、壊れにくい土偶製作の技法があったと考える。

　また、土器を製作する輪積み技法（粘土面と粘土面を重ねる）と共通するものをもっており土偶と

土器の製作に共通性が伺えるものである。

Ｂ　再利用される土偶

　餅ノ沢遺跡出土の土偶は、図５－２９が首部と両腕部の欠損部分を全体に磨っており、図６－４９は胴

部下半部の欠損部を磨っている。

　この土偶の使用例から考えられることは、土偶は全体のプロポーションが重要ではなく、一部位の

残存部位で利用できたと考えられる。

　　つまり、土偶の一連の過程は、下記の表でまとめた。
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　　　　　　　　　　　　　　使用による欠損

　　　　　　　　製　作　　　　　全　体　　　　　部位の再利用　　　　　廃　棄　

　　　　　　　　　　　　　　焼成時による欠損

　　　　　　　　　　　　　　欠損・部位の破壊行為

　欠損は、使用時による欠損と焼成時による欠損が考えられるが、その際に欠損部位の破壊行為が生

じ、その後に部位の再利用が行われるのではないだろうか、この事は、餅ノ沢遺跡における土偶の接

合例の少なさ（１例のみでグリッド内での接合）及びアスファルト使用例のみられない点などである。

　土偶の使用にあたっては、全体の形のプロポーションが必要であったのではなく、土偶の一部位が

必要であったのであり、その部位を用いて使用したと、筆者は餅ノ沢遺跡出土例から考えるものであ

る。

Ｃ　アスファルトの付着

　アスファルトの付着は、三内丸山（６）遺跡の図７－９で脚部にみられ ､近野遺跡では ､首部に図

７－１０～１３に４個確認できた。両遺跡の出土土偶は、すべて縄文時代後期の十腰内Ⅰ式であり、縄文

図４　三内丸山遺跡の土偶
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図５　土偶（１）
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図６　土偶（２）
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打
痕

図７　土偶（３）
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時代中期にはみられない。

　また、三内丸山（６）遺跡では２３個の内１個、近野遺跡では１０９個出土の内４個と、全体の土偶に於

けるアスファルトの使用比率は高くなく、使用頻度が高くない点が指摘できる。なお、近野遺跡では

首部に集中しており、首部を接合しなければならないという強い意識構造が存在していたとも考えら

れる。

　縄文時代後期の立石遺跡（小野１９７９）では、全体の土偶の１５％でアスファルトの付着が確認されて

おり、使用頻度に違いが見られる。なお、立石遺跡でも首部に付着が１２例確認されており、首部に対

する接着が多い点に共通性がみられる点である。

　なお、浜野氏（浜野１９９２）が立石遺跡の補修で用いられたアスファルトの使用について、『…頸部の

破損率は高く、アスファルト付着箇所の４０％を占めている…』と、アスファルト使用箇所が限定され

るという点の記載は、当時の使用者が全体の形状ではなく、一部分の部位が必要であり、重要であっ

たことを裏付けるものであると思われる。

　今回は、土偶の制作面の記載が中心であって、土偶を意識的に壊す事を、前提にして製作したのか

については、筆者の考えは否定的であり、土偶は壊されるべくして製作したものではないと考える。

　しかし、筆者が以前記載した（成田１９９９）土偶に関して、立脚土偶Ｂ類型は分割されると記載した

が、これは、分割されるために土偶を製作されるのではなく、分割を意識した行為があり、その分割

に一定の共通のパターンが存在することを述べたかったのである。なお、土偶の破壊行為の有無につ

いては、新たに稿をおこしたいと思う。

注
注（１）　餅ノ沢遺跡の報告書では、筆者が土偶を担当する予定であったが、筆者の突然の入院で、報告書を担当して

いた太田原潤・野村信生の両職員に多大なる迷惑をおかけした。本文を借りて両氏におわびするとともに、報

告書で記載できなかった餅ノ沢遺跡の土偶を他方面から分析し、随時、発表していきたいと思っている。

注（２）　サンドイッチ構造とは、遺構群が土層の層序をなすように配置され、全体の構成からサンドイッチにている

ため、筆者が命名した集落構造である。

注（３）　「はじき」とは、粘土面の温度及び粘土面の乾燥が一定していない時に剥落が生じる事であり、土器にもみ

られる現象である。

注（４）　土偶の断面観察によって、土器の製作と同一であると指摘したが、小林達雄氏（小林１９９６）は ､土偶の粘土

について『…土偶用の粘土が土器一般用と区別されていたとすれば、それは ､　土偶の性質の重要部分の一つ

として注目すべきである…』として、土器と土偶は、粘土及び焼成も相異する事を考えられると提言している。筆

者が同一としたのは視覚的な観察で判断しており、今後は胎土分析等を用いて検討することも重要であると思

われる。

注（５）　黒色の付着物については、分析をしていないために明確でないが、特別史跡三内丸山遺跡出土の大形土偶

（図４）にもみられる。平成８年の報告では、実測図に「タール状物質」と記載している（小笠原１９９６）が、

平成１２年の報告（小笠原２０００）では、タール状物資について一切触れておらず、図からも削除されている。筆

者の土偶の実見では、黒色の付着物が付着していると確認しており、どうして前回の図を修正したのか ､不思

議である ｡

注（６）　上下につなぎ重ねた技法に関しては、筆者の用いた今回の資料では確認できなかった。類例の少ない技法と

考えられる。

注（７）　上北考古談話会で、土偶の製作実験を平成１２年８月に実施した。その際、ソケット技法を用いて土偶を製作

したところ、ソケット技法は粘土と粘土の接合を強化する意味ではないかと確信した。今後、実験を重ねてい

くつもりである。
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大 木 系 土 器 の 受 容 傾 向
－円筒土器と大木系土器の共伴事例から－

坂　本　真　弓　

１　はじめに

　円筒上層ｅ式が円筒土器の範疇に含まれることは多くの先学者が認識し、指摘していることである

（村越１９７４､三宅１９８９）。しかし、これとは異なる見解もあり、円筒土器本来の伝統が崩れた「円筒上

層ｅ式以降」を大木系土器とし、「円筒土器の概念」について論じているものもある（鈴木１９８２・１９９８・

１９９９）。確かに、大木式土器の特徴は、円筒上層ｄ式とｅ式の型式設定の際にも反映され、沈線文の導

入という「施文手法の変化」が両型式の境界となって表れている。このことを踏まえ、大木式土器と

円筒土器の関わりについて見るために、県内の大木系土器と円筒土器で共伴関係が明確に分かってい

る事例を取り上げ、「大木系土器要素」と「円筒土器の伝統的手法」の傾向を探る。

２　共伴関係事例の抽出

　青森県内の大木系土器（大木７ｂ・８ａ式併行期）の土器が出土している遺構を抽出し、次のよう

な条件をつけて共伴事例を選別した。

　①共伴する円筒土器は、器形や文様構成がある程度復元されているもの。②「覆土」「堆積土」のも

のは出土地点と出土レベルが不明なものは使用せず、同一層位のもの・床直・床面出土のものを使用

する。③いわゆる「接触土器」のような円筒土器と大木系土器とを比較できないものは除く。④同一

層位のものでも文様の入っていないものは除く。以上のような条件を加えて抽出された共伴事例は７

例確認された。

冨ノ沢（２）遺跡（六ヶ所村）　第６号住居跡　（図１－１～３）

　報告書には復元図３点、破片図９点の計１２点が掲載されている。出土層位別にみると、床面３点、

床直１点、１層１点、フク土５点である。復元図３点はほぼ完形の個体が押し潰されたような状況で、住

居南西壁前の床面付近から出土しており、住居跡は出土遺物から円筒上層ｄ式期の住居として報告さ

れている。

松ヶ崎遺跡（八戸市）　第１９号住居跡　（図１－４～１０）

　報告書では復元図２１点、破片図８点の計２９点が掲載されている。出土層位別にみると１層７点、２

層９点、３層１０点、床２点、ピット１点である。住居跡内の堆積状況は人為堆積と考えられ、遺物は

「住居廃絶後に投棄されたような状態で…出土した。」とあり、住居内の埋め戻しが行われたと考えら

れる。ただ、埋め戻しの頻度を確認するのは困難なため、遺物は層位ごとに取り扱うこととした。住

居跡は出土遺物から円筒上層ｄ式期以前と報告されている。大木系土器の出土した層は２層と床面で

あり、この２つの層内の遺物を図示している。

三内丸山（６）遺跡（青森市）　第６０号住居跡　（図１－１１～１４）

　土器は１３８５点出土し、このうち復元図１０点、破片図１３点の計２３点を掲載している。掲載されている

図を出土層位別にみると、ピット２から４点、床面１点、１層４点、２層１点、３層３点、４層１点、
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他堆積土９点である。住居跡の北西壁際にあるピット２内に計３個体、これらの土器の直上から１個

体の計４個体が出土している。住居跡は出土遺物から円筒上層ｅ式期と報告されている。

冨ノ沢（２）遺跡（六ヶ所村）　第２７６号住居跡　（図２－１５～２１）

　報告書には「住居跡中央部から多く出土した。」とあり、このうち復元図２２点、破片図２０点の計４２点

が掲載されている。出土層位別に見ると、床面６点、床直１９点、３層１点、フク土１６点である。住居
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図２　共伴事例２
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内の堆積状況は「自然堆積と思われる。」と報告されており、ここでは床面・床直の復元図６点を扱う。

住居跡は円筒上層ｅ式期と報告されている。

冨ノ沢（２）遺跡（六ヶ所村）　第２１６号住居跡　（図２－２２～３３）

　報告書には「覆土中から多量の土器が出土した」とあり、このうち復元図２４点、破片図３９点の計６３

点が掲載されている。出土層位別にみると、床面１点、床直１点、１層１点、２層２７点、３層２点、

４層２２点、５層１点、フク土４点、その他４点である。住居跡は円筒上層ｅ式期と報告されている。

大木系土器は２～４層中で出土しており、この層位の遺物を１０点選別したが、これらの資料を扱う際

には次の点に留意した。本住居内からは床面直上で多量の炭化材が出土しており焼失家屋の可能性も

あるため、この上下の遺物は同列に扱わないこととし、また、本住居跡が完全に埋まりきるまでの堆

積状況を確認するのは困難なため、準事例として扱う。

泉山遺跡（三戸町）　第２２号住居跡　（図３－３４・３５）

報告書では、復元図１点、破片図３点の計４点が掲載されている。出土層位別にみると、埋設土器１

点、床直１点、フク土２点である。住居跡内の堆積状況は自然堆積と考えられ、埋設土器は住居跡南

側中央周溝側で倒立状態で検出されている。出土遺物から円筒上層ｅ式期と報告されている。

泉山遺跡（三戸町）　第１号フラスコ状ピット　（図３－３６～５２）

　報告書では復元図２１点、破片図２３点の計４４点が掲載されている。このピットの堆積土中位から下位

にかけて多量の土器とともに、石器類、土偶、骨角器、クリ・クルミの炭化物・獣骨などもみられ、

廃棄場所や炉として機能していた可能性がある。遺物の接合状況から遺物の廃棄等が行われたと考え

られる。

３　円筒土器と大木系土器の属性　

　これらの大木系土器の影響が具体的にどのような形で浸透していったのかを探るために円筒土器を

個々の属性に分けて、その影響の度合いを測るために円筒土器３８個体、大木系土器１１個体、折衷土器

１個体の計５０個体の深鉢形土器を、次のように項目ごとに分類した。（浅鉢形・鉢形土器は含めていない。）

円筒土器（表１・表２）　　
　器形－波状口縁と平口縁がある。波状口縁は突起のあるものを含み、形態から３つに分類した。
　　波状　１いわゆる「バケツ形」のもので、底部から口縁部にかけて緩やかに開くもの。
　　　　　２胴部中央付近で緩やかに張るもの。土器の最大径は口縁部にくるものが多い。
　　　　　３口縁部の傾きが直線的もしくは内湾気味になり、胴部からの連続したカーブを持たないもの。
　　　　　４底部から口縁にかけて大きく開きラッパ状になるもの。
　口縁部
　　突起　形態・突起直下の文様・突起部分の主文様構成・施文技法などから分類した。
　　　　　形態　１三角形基調のもの　２方形基調のもの　３台形基調のもの　４円形基調のもの　５十字形のもの
　　　　　　　　６波状のもの
　　　　　突起直下　１ボタン状の文様がつくもの　２横位の粘土紐がつくもの
　　　　　文様構成　１横位直線　２楕円形基調のもの　３三角形基調のもの　４菱形　５渦巻文基調のもの
　　　　　　　　　　６意匠系（動物・人面）７無文
　　　　　施文技法　１粘土紐を貼付るもの　２粘土紐貼付後に別に施文するもの　３地文縄文を回転施文するもの
　　　　　　　　　　４沈線　５縄文を押圧するもの
　　口唇部　突起以外の口唇部施文技法から分類した。
　　　　　　１縄文を押圧するもの　２粘土紐を貼り付けるもの　３地文縄文を回転させるもの　４棒状工具による
　　　　　　刺突・沈線のもの
　胴部
　地文縄文　回転方向と原体の種類で分類した。
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口縁部－文様構成と施文技法で分類した。
文様構成　１横位の直線と弧状文で構成されるもの　２円形文と横位の直線文で構成されるもの　３弧状文で構成さ
　　　　　れるもの　４山形文で構成されるもの　５渦巻状文で構成されるもの
施文技法　１隆線による施文　２縄文押圧による施文
胴部－文様構成と地文縄文で分類した。
　文様構成　１縦位・横位の直線と波状文で構成されるもの。　２横位の直線と波状文で構成されるもの　３縦位・横
　　　　　　位の直線と渦巻文で構成されるもの　４文様構成のないもの
　地文縄文　縄文原体の回転施文方向で分類した。
　　　　　　縦位　１単節縄文　２無節縄文　　　横位　１単節縄文　２無節縄文　３複節縄文

４　土器の各属性観察

円筒土器　

　器形　円筒土器は基本的に底部から緩やかに立ち上がる器形を維持している。住居跡事例では大木

７ｂ式併行土器と共伴した図１－２ ･３と大木８ａ式併行土器と共伴した図１－１３･１４が大木系土器

の共伴例があるにも関わらず、円筒土器の伝統を維持している。胴部が張る例は図１－６ ･８ ･９で

すでに存在し、上層ｅ式期をとおしてみられる。口縁が直線的にもしくは内湾気味に立ち上がるもの

（図２－１７･２５）、ラッパ状に開くもの（図１－１０）も少数例存在する。

　口縁部突起　主体を占めるのは三角形状と方形状で、文様構成は横位の直線を用いるものが各事例

とも最も多く、楕円形基調・三角形基調のものがこれに続く。施文技法は圧倒的に粘土紐貼付が多く、こ

れは円筒上層ｄ・ｅ式を問わず見られるものである。これ以外にも貼付後に縄文原体の押圧、縄文原

体の回転施文、刺突施文など、貼付を基調にしたものが目立つ。

　口唇部　縄文原体による押圧が多数を占める。縄文原体回転施文は、地文縄文を施文する際にその

まま口唇部付近を施文している。このほかに、粘土紐貼付や棒状工具による刺突・沈線文などが少数

例みられる。

　縄文原体の種類　単節縄文が主体を占める。結束縄文が少数例みられるが、複節縄文に比べれば頻

度が高い。

　回転施文方向　横方向の施文が半数以上であるが、円筒上層ｅ式期には縦方向のものもみられる。

円筒上層ｄ式期には縦方向の施文はほとんどみられない。

　文様構成　波頂部から垂下する中心線とここから上下に延びる曲線をもつものを胸骨文とし、これ

以外の中心線から延びる曲線が崩れたもの、中心線のみ残存したもの、中心線のないものとの比較を

行った。円筒上層ｅ式期に顕著にみられる胸骨文だが、割合では３５例中８例と少なく、むしろ、胸骨

文から派生したものや中心線のない文様構成が目立つ。

　文様施文　円筒上層ｄ式とｅ式を分ける最も大きい要素である。中心線とこれ以外の文様技法をわ

けて各々分類している。当然ながら、松ヶ崎遺跡例のように円筒上層ｄ式としたものには、粘土紐貼

付の技法が使用され、円筒上層ｅ式期とした共伴例には、ほとんどが沈線による技法が使われている。

この中で特徴的なのは、円筒上層ｅ式期にも中心線には粘土紐と円形刺突の施文技法が使用される点

である。これは、図３－４２にみられるように、中心線の周囲が地文縄文施文のみでも残存するようで

ある。

大木系土器

器形　大木７ｂ式併行期の一例は口縁部が外に向かって水平に広がったあとほぼ真っ直ぐに立ち上が
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表１　円筒土器属性表
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表２　円筒土器属性表
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番 器 形 口縁部 胴部 
号 突  起  文  様  施  文  文  様  地  文  

縄文 キャリ 
パー形 

口縁 
が外 
に開く 

横位文と 
弧状文 

円形文と 
放射状 
文 

弧状 
文 

山形 
文 

渦巻 
状文 

隆線 押圧 縦横位 
文と波状 
文 

横位文 
と波状 
文 

縦横位文 
と渦巻文 

なし 縦 
　・ 
位 

斜位 

横 位 

単節 無節 単 無 節 複 節 
１ －  
４ －  間隔 
５ －  － 
11 － 
12 － 
15 － 
22 － 
34 － － 
36 － 間隔 
37 － 間隔 口縁 
38 － 胴 口  
40

表３　大木系土器属性表

るものである。県内で確認される大木８ａ式併行期の土器はキャリパー形のものが最も多い。この他、

底部から口縁部にかけて大きく開く図１－４ ･１１も見られる。

口縁部の文様構成・施文技法・Ｓ字状突起　大きくわけて、山形文や弧状文に見られる緩やかな曲線

を繰り返すものと端部が渦巻き状になるもの、横位の文様と弧状・円形文を組み合わせるものがある。

施文技法には粘土紐を張り付けた後にその両側縁を丁寧に加工する隆線技法と縄文原体を押圧する技

法がみられる。山形文は大木７ｂ式併行の口縁部直下に見られる文様であり、大木８ａ式併行土器の

図１－１２にみられる山形文に後続する可能性がある。この山形文は図２－１５のように弧状文へと変化

すると考えられる。また、図２－２２､３－３６～３８に渦をまく手前で完結している渦巻状文がみられる。

この渦巻き状文は大木８ｂ式併行のキャリパー形土器の口縁部文様に構成される渦巻文の前段階のも

のと思われ、横位・渦巻き状の文様構成（図３－３６～３８）から、全体的に曲線を描く渦巻状文（図２

－２２）に変化する可能性が考えられる。このほか、図１－４・１１の口縁部にみられるＳ字状突起は大

木８ａ式土器にみられるものである。

胴部の文様構成・地文縄文　胴部に構成される文様はほとんどなく、縦位文・横位文と波状文か渦巻

き状文で構成される３例のみである。地文縄文は単節縄文が使用されるものが多く、回転施文方向は

横方向のものと縦方向のものが半々である。口縁部は横方向、胴部は縦方向の回転を施すものも２例

みられる。また、大木式土器に特徴的な縦方向に施文する際に原体と原体の間隔を規則的にあける帯

状縦位文（稲野１９９１）の技法も見られる。

５　大木系土器の変遷と円筒土器の共伴関係

　今回取り上げた大木系土器の変遷を属性の観察結果から３段階に分類した。大木式土器の変遷につ

いては、丹羽編年（丹羽１９８９）を参考にした。

　第１段階　大木７ｂ式期　

　第２段階　大木８ａ式期　キャリパー形土器の口縁部が山形文・弧状文で構成されるもの

　第３段階　大木８ａ式期　キャリパー形土器の口縁部に渦巻き状文がみられるもの

円筒土器の共伴関係　今回述べる円筒土器の特徴はあくまでも共伴関係事例からのまとめであり、地

域差や時期差を考慮していない。

　第１段階　富ノ沢（２）遺跡第６号住居跡例：共伴事例をみると、この段階の円筒土器は器形・地
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文縄文とも前型式の属性を受け継いでいる。ただし、共伴例以外の円筒上層ｄ式土器には、胴部の張

る器形が多く見られ、前型式から受け継いだものかどうかの判別は難しい。文様構成は不明である。

　第２段階　松ヶ崎遺跡・三内丸山（６）遺跡・富ノ沢（２）遺跡第２７６号住居跡例：松ヶ崎遺跡の共

伴事例の円筒土器はｄ式土器が主体だが、共伴した大木８ａ式併行の土器片（図１－５）と図１－４・

１１の器形からここに含めた。円筒土器の器形は図１－４・１１に類似したラッパ状に口縁が大きく開く

例が見られ、円筒上層ｄ式期には大木系土器の器形を受容していたと思われる。円筒土器の口縁部は、

突起が三角形状で粘土紐貼付による横位沈線文構成のもの、口唇部には縦方向の縄文原体押圧施文が

主体的である。この傾向は第３段階まで続く。突起の文様構成には、ほかに意匠系のものもみられる。

胴部の文様構成は、上層ｄ・ｅ式期土器に特徴的ないわゆる ｢胸骨文 ｣的な文様構成は少なく、これ

から変化した文様が多くみられる。これに比べて、施文技法は沈線が圧倒的に多く、上層ｅ式土器に

おいての沈線文受容の変化は他要素の傾向と比較しても大きな違いがある。縄文原体は単節縄文が主

体を占めるが、結束縄文も使用される。縦位の回転施文は松ヶ崎遺跡例の円筒上層ｄ式土器には見ら

れず、円筒上層ｅ式土器には使用され始めている。

　第３段階　冨ノ沢（２）遺跡第２１６号住居跡・泉山遺跡第２２号住居跡・第１号フラスコ状ピット：泉

山遺跡第２２号住居跡例の大木８ａ式併行土器片（図３－３４）は口縁部の文様構成が明確でないが、横

方向の文様は後続の渦巻文と組み合わされて使用されることが多いため、ここに含めた。円筒土器の

器形は第２段階に引き続き胴部の張る器形と底部から緩やかに立ち上がる器形がみられる。円筒土器

口縁の突起は三角形状が主体的ではあるが、バリエーションが多くみられ、方形・台形・円形・十字

形のものなどがある。突起の文様構成も同様の傾向で、横方向の直線文のほかに楕円形・三角形文・

菱形文・渦巻文等がみられ、これらを組み合わせて使用する例もみられる。口唇部の施文技法は縄文

原体押圧のほかに沈線・粘土紐貼付・地文縄文を回転施文させた手法もみられる。円筒土器胴部の施

文技法・地文縄文等は第２段階と大きな変化がみられない。円筒土器の胴部文様構成は、富ノ沢（２）

遺跡第２１６号住居跡例と泉山遺跡第１号フラスコ状 ﾋﾟｯﾄ 例での大木系土器の共伴事例から、円筒土器

に当てはめてみると曲線的な胸骨文・弧状文の文様構成から直線的な胸骨文・横位文へと変化する可

能性がある。ただし、この富ノ沢（２）遺跡例は、共伴事例としては準事例として扱うものであり、

今後の検討が必要かと思われる。

６　まとめ

大木系土器要素の受容をまとめてみると、次のような傾向がみられる。

　大木系土器で第１・２段階に表れていた縄文原体押圧技法は円筒土器での受容が第３段階にみられ

る。今回の事例でもこの施文技法が円筒土器にみられるのは１例のみで積極的な導入は行われなかっ

たものと考えられる。大木系土器で第１・２段階に表れた文様構成が円筒土器では同じく第２段階で

表れている。胴部の文様モチーフでは波状・渦巻状文は早い段階から取り入れられているが、胴部の

縦横位直線は円筒土器では１例のみにみられ、前述の縄文原体押圧施文技法と同様に積極的な導入が

みられない。

坂　本　真　弓：大木系土器の受容傾向�円筒土器と大木系土器の共伴事例から�
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　　　　　　　　　　　　　　　大木系土器　　　　　　　　　　　　　円筒式土器

胴部の縄文原体押圧施文技法　　第１・２段階　　　　　　　　　　　　第３段階

胴部の施文方向　　　　　　　　第２段階　　　　　　　　　　　　　　第２段階

胴部の波状・渦巻状文　　　　　第１・２段階　　　　　　　　　　　　第２段階

胴部の縦横位の直線　　　　　　第２段階　　　　　　　　　　　　　　第３段階

　この他、器形については前型式から胴部の張る土器がみられ、円筒上層ｄ・ｅ式土器内だけでその

変化を述べるのは難しい。地文縄文については、円筒土器のほうで結束縄文から単節縄文への変化を

追わなければ、大木系土器にも多用される単節縄文との比較はできないと考える。胴部の文様構成に

おいて、一般的に円筒土器では胸骨文が主体となるが、今回の大木系土器と共伴関係にある円筒土器

は胸骨文から変化したものの割合が多く、これが時期・地域差に起因するものなのかの検討が必要と

考える。胴部の文様では円筒上層ｅ式の段階でも一部使用される粘土紐貼付の技法についての今後の

検討が必要であると考えるが、これが大木系土器の影響によるものかどうかははっきりしなかった。

　今回は、大木系土器と円筒土器の共伴事例のみを検討したが、円筒土器同士の共伴事例や遺構の重

複関係を含めることができれば、円筒土器の変化と対応させることがより可能であったかもしれない。

繰り返すが、少数の共伴関係事例からの傾向を述べており、他の共伴事例も含めれば違った結果が導

き出される可能性もあるとみられる。また、県内の事例では八戸市石手洗遺跡があるが、時間の制約

上掲載出来なかった。　

註）大木式土器と大木系土器－ここでは、大木式土器はいわゆる東北南部を中心とした土器型式全般を指し、大木系

土器は、県内で見られる大木○式併行期といわれる大木式土器の影響を受けたものの総称を指すこととし、円筒土器

のなかに大木式土器の影響が若干みられるものは除外する。
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青森県内における縄文時代前期末～中期初頭の異系統土器群について
－県内出土資料の集成－

茅　野　嘉　雄　

はじめに

　縄文時代前期から中期における青森県内は、前期中葉に確立した円筒土器様式圏の中心的な地域に

ある。現在円筒土器様式については前期を下層式、中期を上層式に当てており、下層式は大きく４段

階、上層式は大きく５段階の変遷が考えられている。各時期ともに他の土器様式との接触を持つが、

特に前期末葉～中期初頭段階と中期中葉～末葉段階には隣接する大木式土器様式を中心とした他地域

との接触が顕著である。南郷村畑内遺跡では多量の円筒下層式土器に混じって他地域の土器群がまと

まって出土している。筆者はその報告において、円筒土器様式の範疇で捉えられるものを在地系土器

群、他地域の土器もしくはその影響下に製作されたものを異系統土器群とし、両土器群についての検

討を加えた（『畑内遺跡Ⅵ』県埋文報２７６集）。その際、県内の他遺跡から出土した資料については、言

及することはできなかったが、その後調査を進めていくなかですでに発掘された資料中にも異系統土

器群と捉えうるものが多数存在することを知った。ここでは縄文時代前期末～中期初頭の青森県内に

おける異系統土器群について、その出土例を紹介し、今後の研究の基礎としたい。なお、出土土器の

記述に際しては、以下の器形分類を採用しているため、各遺跡の報告とは若干異なる解釈もある。

［器形分類］（図７）

　　深鉢Ａ類・・・円筒形の器形を持つもの。

　　深鉢Ｂ類・・・円筒形の胴部を持ち、口縁部で外傾するもの。

　　　　　１種・・胴部がほぼ直立するもの。

　　　　　２種・・胴部がやや膨らむもの。

　　深鉢Ｃ類・・・円筒形の胴部を持ち、口縁部が内湾しながら外傾するもの。

　　深鉢Ｄ類・・・胴部がやや下膨れ気味に張り出し、口縁部が外反するもの。

　　深鉢Ｅ類・・・円筒形の胴部を持ち、頸部が外反し口縁付近で直立または内傾するもの。

　　深鉢Ｆ類・・・金魚鉢形の胴部上半に円筒形の底部が付くもの。３種に分類される。

　　　　　１・・・全体形における金魚鉢の比率が高いもの。

　　　　　２・・・全体形における円筒形部分の比率が高いもの。

　　　　　３・・・１から円筒形の底部を除いたもの

　　深鉢Ｇ類・・・円筒土器の器形がＦ類の影響を受け変容したもの。

　　浅鉢Ａ類・・・底部から口縁部まで緩やかに内湾しながら立ち上がるもの。

　　広口壺　　

１　各遺跡出土資料の概観

　図１～６には県内各遺跡から出土した異系統土器と、同じ遺構内のほぼ同時期と思われる在地系の

土器の一部を示した。遺構外出土のものに関しては、筆者の主観により掲載土器を選択している。異

系統土器を出土した遺跡は、管見に触れたもので、南郷村畑内遺跡、八戸市笹ノ沢（３）遺跡、牛ヶ

茅　野　嘉　雄：青森県内における縄文時代前期末～中期初頭の異系統土器群について�県内出土資料の集成�
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沢（４）遺跡、蟹沢遺跡、蟹沢（２）遺跡、福地村館野遺跡、川内町熊ヶ平遺跡、東通村石持納屋遺

跡、青森市横内（２）遺跡、小牧野遺跡、三内丸山遺跡、稲山遺跡、桜峯（１）遺跡、鰺ヶ沢町鳴沢

遺跡、平賀町太師森遺跡、黒石市板留（２）遺跡、碇ヶ関村四戸橋遺跡、大鰐町大平遺跡、鰺ヶ沢町

餅ノ沢遺跡、深浦町津山遺跡、三厩村中の平遺跡、森田村石神遺跡の計２２遺跡である。以下に各遺跡

出土資料を紹介する。

畑内遺跡（南郷村）

　第１０８号竪穴住居跡・・・炉体土器によって円筒上層ａ式の古段階の遺構と考えられる。異系統土器

は覆土中から大木６式と思われる深鉢Ｆ類が出土している。口縁部は半裁竹管状工具を使用した文様、

胴部は結節を縦回転している。

　第９２号竪穴住居跡・・・炉体土器によって円筒下層ｄ２式～上層ａ式の大型住居跡である。覆土中

から深鉢Ｇ類が出土している（報告書では遺構外と報告している）。器形は球胴部分を器体中央よりや

や上に持ち、底部は緩やかに張り出している。口縁部は縄文原体の側面を梯子状に押圧しており、胴

部は結束第２種を縦回転している。

　第９５号竪穴住居跡・・・炉体土器から円筒下層ｄ２式～上層ａ式の大型住居跡である。覆土中から

深鉢Ｆ類と深鉢Ａ類と考えられる異系統土器が出土した。双方ともに口縁部文様は半裁竹管の背を利

用した太めの沈線であるが、６には三角形の印刻も見られる。

　第１０７号竪穴住居跡・・・出土土器から円筒下層ｄ２式～上層ａ式の遺構と考えられる。覆土中より

受け口状の口縁を持つ深鉢Ｅ類が出土している。

第５３・７１号土坑・・・深鉢Ｆ３類が出土している。両遺構より出土したものがＢ捨場出土のものと接

合している。文様はすべて半裁竹管の腹を使用した沈線であり、それに三角形の印刻が附加されてい

る。胴部下半では三角や「Ｕ」字状に区画した沈線内に横位の沈線を充填している。関東地方の五領ヶ

台式に見られる手法である。

　第４２号土坑・・・在地色の濃い深鉢Ｇ類が円筒下層ｄ１式に伴って出土している。

　第３２５号土坑・・・深鉢Ｂ１類が円筒下層ｄ１式と一緒に出土している。１の口縁部は半裁竹管の背

部分を使用した沈線である。

　第３２８号土坑・・・円筒下層ｄ１～ｄ２式と橋状把手を持つ深鉢Ｆ類？が出土している。

　第３４０号土坑・・・円筒下層ｄ１式と大木６式の深鉢Ａ類が出土している。６の文様はすべて半裁竹

管の腹部分による沈線である。口縁部には指頭押圧による円形の凹文があり、頸部区画には三角形の

印刻が見られる。

　Ａ捨場出土土器・・・Ａ捨場は遺跡北側の台地東側の平坦部に存在し、埋設土器群を伴う円筒下層

ｄ１～ｄ２式の遺物捨場と考えられる。深鉢Ａ類（５）・Ｂ類（１７）・深鉢Ｆ類（７～１６・１８）深鉢・

Ｇ類（４・６）が出土している。深鉢Ｆ類は口縁部の文様施文技法から大きく沈線文主体のもの（５・

７・１１・１５・１６）と細粘土紐貼付のもの（８・９・１４・１８）の２種に分類される。時期的には５が大

木７ａ式並行と見られる他は大木６式の範疇で捉えられるものである。

　Ｂ捨場出土土器・・・Ｂ捨場は遺跡北側台地の北斜面に展開する。円筒下層ａ式～上層ａ式までの

捨場である。３～７は異系統土器である。深鉢Ａ類（６）・Ｂ類（３）・Ｃ類（７）・Ｆ類（５）が出土

している。３は時期のはっきりしないものであるが、大平遺跡出土例等から考えて、山形県吹浦遺跡
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第Ⅳ群土器の仲間と捉えている。７の口縁部文様は断面の丸い棒状工具を使用し、梯子状に文様を展

開している。３～６は大木６式並行、７は大木７ａ式並行であると考えられる。

　Ｃ捨場出土土器・・・Ｃ捨場は遺跡北側台地南西斜面に展開する、円筒下層ｃ式～上層ａ式にかけ

ての捨場である。深鉢Ａ類（３・５）・Ｂ類（４・６・７・８・１０・２４・２５・２８）・Ｄ類（２）・Ｅ類

（１１・１４・３０）・Ｆ類（９・１２・１３・１５～１９）・浅鉢（２６・２７・２９）が出土している。在地系土器群は

円筒下層ｃ・ｄ式主体であるが、最も出土量が多いのは下層ｄ１式である。下層ｄ２式・上層ａ式は

少量である。異系統土器は大木６式～７式相当のものと朝日下層～新保式相当のものが出土している。

３～９・１３・１５～１９・２４～２９は大木６～７ａ式に、１０～１２・１４は朝日下層式に、３０は新保式に相当す

ると考えられる。３０は半隆起線文による文様が横位に展開され、胴部には結節が縦位に回転されてい

る。頸部の区画は半隆起線文による３本の沈線と円形竹管状工具による斜め下からの刺突による。

笹ノ沢（３）遺跡（八戸市）

　第６号竪穴住居跡・・・炉体土器によって上層ａ式の遺構と考えられる。３は深鉢Ｇ類に分類され

る。やや膨らみを帯びた胴部をもち、底部付近がやや張り出している。口縁部区画帯から胴部上半部

にかけては隆帯による三角形区画の内側を縄の側面圧痕により充填している。表現方法は異なるが、

畑内遺跡５３・７１号土坑出土土器の文様構成に類似する。大木７ａ式もしくは五領ヶ台式の影響と考え

られる。

　第１８号土坑・・・２はやや口縁部のすぼまる深鉢Ａに分類されるか。口縁部はすべて縄の側面圧痕

により文様が構成されているが、一番下位にはＹ字状の垂下文様が連続して施文されている。第６号

住居跡と同様大木７ａ式の影響下に製作されたものと思われる。

　第１３４号土坑・・・覆土中より深鉢Ｂ類が出土している。１は口縁部区画隆帯からさらに下位に逆Ｖ

字状に隆帯が垂下している。大木７ａ式の影響と考えられる。

　第１号捨場・・・半裁竹管の腹を使用した沈線を連弧状に施文している。第１８号土坑の２と類似す

る文様構成であると思われる。

牛ヶ沢（４）遺跡（八戸市）

　第５７号住居跡から浅鉢？形土器が出土している。口縁直下の連弧状隆線に沿って縄の側面圧痕が施

される。大木７式に相当すると思われる。

蟹沢遺跡（八戸市）

　Ｎｏ３トレンチから円筒下層ｄ１式土器と大木６式の浅鉢形土器が出土している。文様は細粘土紐

の貼付と、俵状の貼付である。

蟹沢（２）遺跡（八戸市）

　大木６式の影響を受けた深鉢Ｂ２類の土器埋設遺構、遺構外からは円筒下層ｄ１式土器・大木６～

７ａ式土器が出土している。大木式は深鉢Ｆ類を主体とし、深鉢Ａ類・Ｄ類等も存在している。ここ

でも文様には半裁竹管の背・腹を使用した沈線を施文するものと細粘土紐を貼り付けるものの２種が

ある。また、沈線文を主体とするものには、３や１７～２６の様に三角形の印刻を伴うものがある。

館野遺跡（福地村）

　第２３号土坑・・・覆土中から円筒上層ａ式土器の破片と異系統土器が出土している。１は深鉢Ｂ類

であり、隆帯断面形状等から製作技法は円筒上層ａ式の範疇で捉えられるが、半裁竹管状工具による
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刺突文・蛇行しながら垂下する隆帯など大木７ａ式の影響を思わせる個体である。

　第５１号土坑・・・覆土中から円筒上層ａ式（深鉢Ｂ類）と一緒に異系統土器が出土している。３は

深鉢Ａ類である。口縁部から蛇行しながら垂下する隆帯が貼り付けられており、第２３号土坑出土の１

と同様大木７ａ式の影響下に製作されたものと考えられる。　　　

熊ヶ平遺跡（川内町）

　第１１号竪穴住居跡・・・円筒下層ｄ式土器に混じて深鉢Ｇ類が出土している。器形こそ大木６式の

影響下にあるが、文様構成・製作技術等は円筒下層ｄ式の範疇である。

石持納屋遺跡（東通村）

　遺構内からの異系統土器の出土はないが、出土土器は概ね円筒下層ｄ１～ｄ２式に相当する。遺構

外から大木６式の影響を受けた深鉢Ａ類が出土している。口縁部は渦巻き文を中心とし、円圏文と鋸

歯状文によって文様が構成されている。工具は半裁竹管状工具の背である。胴部には結束第２種羽状

縄文が縦方向に施文されている。

横内（２）遺跡（青森市）

　第８号土坑・・・円筒下層ｄ２式土器と大木式土器の影響を受けた深鉢Ｆ類が出土している。

小牧野遺跡（青森市）

　遺構外から真脇式（十三菩提式）と考えられる土器片が出土している。地文縄文上に結節浮線文が

施文されている。

三内丸山遺跡（青森市）

　第６鉄塔地区第Ⅲ層からは円筒下層ａ式土器と異系統土器が出土している。２～４・６～１１がそれ

にあたるが、半裁竹管状工具の腹部を使用した沈線と刺突を主文様としており、一部に隆帯も見られ

る。おそらく大木６～７式の影響を受けたと思われる。同様の土器は福地村館野遺跡第２３号土坑に見

られる。

　その他・・・出土地は未発表であるが、朝日下層式に類似する破片が出土している。結節浮線文と

鋸歯状印刻文がみられ、器形は深鉢Ｅ類と考えられる。

稲山遺跡（青森市）

　遺構外から出土した土器の主体は円筒下層ｄ１～ｄ２式土器であり、それらと一緒に異系統土器（４

～９）が出土している。４・５は半裁竹管の腹による沈線文により文様が展開している。畑内遺跡Ｃ

捨場出土土器８に類例が見られる。その他は細粘土紐貼付・結節浮線文を主文様としている。７～９

は深鉢Ａ類？と見られる。写真を見る限りでは、胎土に繊維が混入していると思われる。文様構成は

朝日下層式的であるが、器形・胎土は円筒下層式の影響を受けていると思われる。

桜峯（１）遺跡（青森市）

　Ｃ区第６号竪穴住居跡・・・円筒下層ｄ２式土器と、器形に大木６式の影響を受けた異系統土器

（深鉢Ｆ類）が出土している（３）。

　Ｃ区遺物集中地点・・・出土土器の主体は円筒下層ｄ２式土器である。異系統土器は朝日下層式に

類似する土器（９～１１）、深鉢Ｆ２類（１２）が出土している。９～１１は結節浮線文・細粘土紐貼付・半

隆起線文など北陸地方の影響が見られる。１２は畑内遺跡Ｃ捨場出土土器１４と同様のものと考えられる。

鳴沢遺跡（鰺ヶ沢町）



４４

　遺構外から円筒下層ｄ１～ｄ２式土器とともに深鉢Ｆ１類とＧ類が出土している。双方ともに器形

は大木６式の影響を受けるが、文様は円筒下層ｄ式のものである。

太師森遺跡（平賀町）

　遺構外出土の土器は円筒下層ｄ２式～上層ａ式土器を主体とする。異系統土器は深鉢Ｅ類が出土し

ている。口縁部には円形のボタン状貼り付けを中心に半裁竹管による沈線が縦位に連続して施文され

ている。口縁部の屈曲部から下位には地文の横位結束第１種羽状縄文の上に半裁竹管の腹を使用した

沈線が、２本１単位で間隔をあけて縦位に施される。沈線の下位には区画として横位に３本の沈線が

施される。五領ヶ台式の影響を受けた土器と考えられる。

板留（２）遺跡（黒石市）

　Ａ区遺構外・・・円筒下層ｄ式土器と深鉢Ｃ類・深鉢Ｅ類？が出土している。４は深鉢Ｃ類である。

口唇部には１箇所に装飾突起を持ち、口縁部には細粘土紐貼付による梯子状の文様が施文されている。

胴部は両端巻止めのＲＬを縦位に帯状施文している。大木６式に比定される。

　Ｃ区遺構外・・・円筒下層ｄ式土器と深鉢Ｆ類？（２）が出土している。２は深鉢Ｆ類？である。

口縁部は波状を呈し、波頂部には断面半円状の突起が施される。文様は細粘土紐貼付によるものであ

り、梯子状の文様を構成している。胴部は結束第１種羽状縄文が縦位に施文されている。

四戸橋遺跡（碇ヶ関村）

　遺構外から出土した土器は円筒下層ｄ１～ｄ２式土器を主体としている。その中に朝日下層式（３

～５）・大木７ａ式（６）に類似する土器が出土している。３～５は深鉢Ｅ類であり、半裁竹管による

集合沈線が施文されている。６の器形ははっきりしないが、⊃⊂状に貼り付けられた隆帯上に棒状工

具による刻みが施されている。畑内遺跡Ｂ捨場出土土器７に類例が求められ、大木７ａ式の影響と考

えられる。

大平遺跡（大鰐町）

遺構外から円筒下層ｄ１～ｄ２式土器、大木６～７ａ式土器が出土している。４は深鉢Ｆ３類である。

鋸歯状印刻文・縄文地に結節浮線文を施文するなど、大木式・十三菩提式の影響が見られる。５は深

鉢Ｂ２類である。一見して円筒下層ｂ式等に見えるが、報告にもあるとおり、吹浦遺跡第Ⅳ群土器に

類似するものである。県内では畑内遺跡Ｂ捨場から類似した資料が１点出土している。６・７は半裁

竹管による沈線文を口縁部に施文しているものである。６は集合沈線と交互刺突文が見られ、波状突

起に合わせて口縁部文様帯を縦位に区画していることから円筒上層式と大木７式の折衷土器と考えら

れる。７は円筒下層ｄ１式の文様構成を沈線を用いて表現したものである。

餅ノ沢遺跡（鰺ヶ沢町）

　第２号捨場・・・円筒下層ｄ１～ｄ２式を主体とし上層ａ式まで出土している。異系統土器は深鉢

Ｃ・Ｇ類が出土している。３は深鉢Ｆ１類である。文様施文に関しては円筒下層ｄ２式土器と同様で

ある。４は深鉢Ｃ類である。口縁部には沈線による交叉状の文様が施文されている。大木７ａ式の影

響と見られる。５は深鉢Ｇ類である。器形と口縁部の装飾突起に大木式の影響が見られる。胴部は多

軸絡条体と結束第２種の縦位回転である。

津山遺跡（深浦町）

　第３９号土坑・・・円筒上層ａ式土器と大木７式土器が出土している。２は浅鉢である。４単位の波
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状口縁を持ち、波頂部には二股の突起を持つ。波頂部直下には俵状の貼付を持ち、そこからハの字状

に半裁竹管による沈線が施文されている。口縁直下には縄の側面圧痕が施される。３は広口壺である。

全体に無文であり、頸部には２本の隆帯と４単位の橋状把手を持つ。底部には４箇所に脚が付く。２・

３は器形等から大木７ａ式に相当する。

中の平遺跡（三厩村）

　遺構外から深鉢Ｆ類が出土している。口縁部は隆帯により横位に区画され、さらに４単位？に縦位

区画もされている。胴部には木目状撚糸文が縦位に施文されている。

石神遺跡（森田村）

　遺構外から深鉢Ａ・Ｆ・Ｇ類が出土している。１～３は大木式の影響を器形に受けた円筒下層ｄ２

式に相当すると思われる。４は円筒上層ａ式に相当する。口縁部区画隆帯からさらに下位に隆帯が垂

下している。５は深鉢Ｆ１類である。口縁部には半裁竹管による沈線が施文され、橋状把手も見られ

る。胴部には木目状撚糸文が縦位に施文されている。６は実測図では詳細不明であるが、口縁部に半

裁竹管による沈線文が鋸歯状に施文されていると思われる。胴部はＬＲの縦回転か。県内では畑内遺

跡Ａ捨場出土の５に類例がある。

まとめと若干の問題提起

　以上に見てきたように、県内では大木６～７ａ式に相当する、またはその影響を受けた土器と朝日

下層式・新保式土器に相当する土器、またはその影響を受けた土器が出土していることがわかった。

最も多く見られるのは大木６式に相当する深鉢Ｆ類であり、円筒下層式との折衷土器も多数見られる。

器形の面では、深鉢Ａ・Ｂ類が円筒土器系統、深鉢Ｃ・Ｄ・Ｆ類・浅鉢Ａ類が大木式系統、深鉢Ｅ類

が北陸系統というように大きく分類できそうである。しかし、各器形においては深鉢Ｃ・Ｆ類にみら

れるように文様の施文技法を他の土器様式のものに置き換えているもの等もあり、一概には言えない。

また、時期による器形のセット関係も重要になるが、今後大木６～７式にかけての変遷を再度検討し

た上で論じてみたい。分布の面では南部・下北地域には大木式系の異系統土器群が多く、津軽地域に

は朝日下層式系を中心とする北陸系の異系統土器群が多い。特に結節浮線文が施文される土器は今の

ところ南部・下北地方には見られない。しかし北陸地方の影響が南部・下北地域に皆無であるかとい

われればそうではなく、畑内遺跡５３・７１号土坑出土土器やＣ捨場出土土器１０・１１・３０等のように器形・

文様のどれかに北陸地方の影響が見られるものも存在する。

　　このように、縄文時代前期～中期初頭の青森県下には他地域の影響を受けた遺物が少なからず存

在することがわかったが、今後問題になるのは以下の点である。

１.　円筒土器様式と他地域の土器様式との時間的な並行関係の問題

　まずは円筒土器様式の編年の確立が急務である。現行の編年は山内清男の示したものを基に、江坂

輝彌・村越潔・鈴木克彦・三宅徹也らが主に津軽地方の資料を使ってそれぞれに作ったものである。

各編年に若干の相違が見られるのは研究史に明らかなところである。しかし近年、青森県南部や秋田・

岩手両県の北部地方の資料が増加するにつれて従来の編年枠では捉えきれない資料が増えてきている。

すなわち報告書で円筒下層ｄ１式という同じ名前が付いている土器であっても、南郷村で出土したも

のと青森市で出土したものでは明らかに様相が異なるのである。これは、同じ土器様式圏内での地域

差で捉えられるのか、土器型式の誤認であるのか、今後の研究で明らかにしなければならない。同じ
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ことは大木式土器様式にも言えることである。特に各土器様式同士が接する地域については双方の形

質を持ち合わせたいわゆる折衷土器が多数存在している可能性がある。今後はそのような土器群を俎

上に挙げ、まず時間的な並行関係を探り、次には土器様式間の影響の及ぼし方を探ることで具体的な

交流のあり方や地域間の関係等にも迫っていく必要がある。

２.　各土器様式における製作技法の追究

　上記の問題を検討するためには、まず土器そのものについてさらに研究を重ねる必要がある。その

ためには、遺跡から出土した土器の型式を明らかにするのではなく、遺跡ごとの土器の製作技術を明

らかにするることが重要である。特に円筒下層式土器では下層ｃ式～上層ｂ式までの変遷過程がはっ

きりしない部分が多い。従来の編年がメルクマールとなる文様の種類に頼ってきたためと考えられる。

したがって今後は以下のような項目で土器を観察し、報告書に反映していくべきと考える。

①土器胎土に含まれる混入物の状態。（繊維が入るのか・砂粒が多少・特徴的な鉱物の有無など）

②素材粘土の成形技術（素材粘土の積み上げ・整形方法）

③内面調整の工具の種類と動かし方。

④口唇部の断面形状

⑤土器表面に施文される文様の原体とその動かし方

　・縄文原体であれば山内清男の分類にしたがって記述。

　・器表面に現れている縄文の条と節の寸法。

　・刻み・刺突などに使用される工具の先端形状・断面形状・太さとその動かし方。

　・貼り付け粘土紐の太さや断面形状。

⑥文様区画帯等に使用される隆線（帯）の断面形状や貼り付け方。

⑦土器の器形

⑧口縁部の形状（波状か平縁かなど）

　　以上の項目で各属性を調査した後、その組み合わせがどのようなものなのかを算出することで、

その遺跡の土器群がどのような特徴を持っているのかある程度把握することが可能と考えられる。ま

た、他の遺跡についても同様な手法を繰り返すことで、共通点や相違点を客観的に指摘することが可

能になると考えられる。あとは遺構内一括出土遺物などを援用し、同時期性等を検証することで、各

遺跡の土器群の編年的な位置づけが定まっていくと考えられる。

　ただし、ここで重要になるのは各遺跡ごとに調査を担当する人間が同様な視点で遺物を見れるかど

うかである。それを可能にするには用語の問題、形状認識等、クリアしなければならない問題が多数

ある。それらについては次回に譲ることにしたい。

　　以上、先学からはそんなの基本中の基本だとお叱りを受けるようなことを書いてしまったが、そ

の基本が報告書に反映されていないことがままあるのが現状であると思う。今後の反省材料とし、研

究を重ねていきたい。

　

茅　野　嘉　雄：青森県内における縄文時代前期末～中期初頭の異系統土器群について�県内出土資料の集成�
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図１　畑内遺跡出土土器①
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図２　畑内遺跡出土土器②
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図３　畑内遺跡出土土器③・その他の遺跡出土土器①
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「最花式土器」雑感
小笠原　雅　行　

１　はじめに

　「最花式」土器は、実体が不明な型式だと言われながら使用され続けてきた名称である（後述）。出

土例が比較的多いと思われるのに、「中ノ平Ⅲ式」とともに併記される編年表の中でも数少ない型式で

ある（青森県教委１９９０）。そこで、研究史や近年の調査から、これまで成果や各人のとらえ方をまとめ、

この型式を簡単に振り返ってみることにする。

２　研究史

　最花式土器は江坂輝弥氏によって初めてその内容が公表された。氏は『歴史評論』において編年表

の形で最花式を挙げ（江坂１９５１）、さらに『日本考古学講座』で設定の根拠を示した（江坂１９５６）。こ

れはむつ市最花貝塚の出土資料を基にしたものであるらしいが、公表されることはなく、実際に例示

されたのは森田村石神遺跡の資料が最初である（江坂１９７０）。それによると、最花式（円筒上層ｆ式と

も呼称）は３類に分類され、大木９式に併行するものとされた。また、江坂氏の当該型式の設定に先

立つ１９３９年に発表された天間林村二ツ森貝塚の資料を用いて、角田文衛氏は「榎林式」を設定した

（角田１９３９）が、江坂氏は最花式がこれと併行するものとした。その後、村越潔氏は円筒土器を整理・

再分類し、江坂氏が設定した最花式１類を円筒上層ｅ式とし、３類を標準的な最花式土器とした（村

越１９７４）。また、この中で試案としながら、榎林式が大木８ｂ式に、最花式が９式に併行するとの考え

を示した。

　それ以降、該土器型式について積極的に発言してきたのは鈴木克彦氏である。氏は三厩村中の平遺

跡の調査の後、型式学的な観点から榎林式と最花式をそれぞれ２細分した（鈴木１９７６）。この中で良好

な資料と見られる川内町野家遺跡出土例を組み入れた上で設定された中の平Ⅲ式は、それまで不充分

だった最花式の資料を充足させるとともに、具体的に知る資料となった。その一方で、問題となるの

が榎林Ⅱ式と中の平Ⅱ式の型式としての独立性である。鈴木氏も述べているとおり両者は「近似する」

ため、細分が可能か否か不明確な状況にあった。それを解消するため、出土例が増加した近年「層位

事例」を基に当センター『研究紀要』第３号において、細々分を示唆しつつ３分類している（鈴木

１９９８）。この中で中の平２式は前後型式の間を埋めるものとされているが、内容的には榎林式に近いも

のと考えられる。氏はさらに、中の平２式及び３式は大木９式と併行するものとされている。なお、

この論考の中で大きな比重を占めている遺跡の一つに八戸市西長根遺跡がある。第４号竪穴住居跡か

らは床面から少なくとも第４層までは人為的に埋め戻されているとされ、それと共に多量の土器が出

土し、大木９式の良好な資料である。蛇足であるが、報告書の中で小笠原善範氏は住居跡出土土器の

層位差から、鈴木氏の中の平Ⅱ式を大木８ｂ式から９式にかけてのものとしているが、鈴木氏が細分

の可能性を指摘した榎林式については細分できなかったとしている（小笠原１９９４）。鈴木氏の中の平Ⅱ

式も含め榎林式の細分が妥当なものであるか、資料の蓄積を待つ必要があるとみられる。

　また、柳沢清一氏は榎林式から最花式の変遷について触れ、江坂氏が３類とした口縁部に幅広の無
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文帯をもつ広口壺形土器を榎林式としてとらえた（柳沢１９９１）が、多分に主観的な判断によるものと

言わざるを得ない。

　しかし全体的に見ると、永らく実体が不明とされた（鈴木前掲、小笠原前掲）最花式土器は、石神

遺跡での江坂氏の資料提示や鈴木氏の中の平Ⅲ式の提唱によってほぼ共通認識が得られているといっ

てよいだろう。最花式は大木９式と併行関係にあることは、すでに多くの先学によって指摘されてき

た。当然のことながら大木式の影響は南の地域ほど色濃く反映し、出土比率も高くなる。時間差か地

域差かという点も十分考慮する必要があり、類例が増加している現在、各地域での時間軸の設定作業

が必要であろう。

３　土器の供伴関係について

　共伴関係が明確なものとして、青森市三内沢部遺跡第２２号床面出土土器、今別町山崎遺跡第８号住

居跡床面出土土器、階上町野場（５）遺跡第１２号住居跡炉・床面出土土器、同第１５号住居跡炉・床直

出土土器、六ヶ所村富ノ沢（２）遺跡第７０号住居跡床面出土土器、同第１０２号住居跡床面出土土器、同

第２１２号住居跡床面・床直出土土器、同第２２３号住居跡床面・床直出土土器、西長根遺跡第４号住居跡

床面・堆積土出土土器などがある（第１・２図）。

　青森県内において、最花式土器と榎林式との層位的な出土例はほとんどない。強いて挙げれば、八

戸市西長根遺跡第１０号住居跡第１～３層（最花式）、同第４層以下（榎林式）がある程度である。これ

も下位の榎林式土器の出土量に比べれば、最花式土器の出土は少なく、安定した資料点数が望まれる

ところである。

４　土器の属性について

　あらためて記すまでもないのかもしれないが、最花式土器の個々の属性をごく簡単にではあるが触

れておく。

　（１）器種：深鉢が圧倒的に多い。中・小型では頸部付近で内傾する広口壺形も目立つ。器種組成は

この両者で大半を占める。ごくわずかに鉢形や浅鉢形、注口土器が加わる。県内では未検出であるが、秋

田県鹿角市天戸森遺跡では台付深鉢形土器があり、県内でも今後検出される可能性があるとみられる。

　（２）器形：深鉢では、最大径が頸部から胴部中央付近までにあり底部が小さくすぼまったような器

形がほとんどである。平縁と２～４個の突起からなる波状口縁があり、突起は先端が三角形状のもの

と丸みを帯びたものがある。また、折り返し口縁も少数ある。口縁部に幅広の無文帯をもつものでは、最

大径部から内湾した後、垂直気味ないしは外反して立ち上がるものが多い。また、無文帯をもたない

ものでは、頸部付近で内湾するだけのものが多い。折り返し口縁をもつものは、頸部の屈曲の度合い

が少ない傾向にある。広口壺形土器は、口唇部の形状は深鉢形土器と同様であるが、折り返し口縁は

無い。原則として口縁部には幅広の無文帯がある。口縁部は「く」の字状に屈曲するものと、直線的

に内傾するものがある。前者では、胴部文様帯が屈曲部の最もすぼまった部分までくる場合と、「く」

の字状の下縁から施文される場合がある。そのため、最大径は頸部から胴部上半までのいずれかとな

る。中には口縁部の外反度が強く、口唇部に最大径がくるものもある。浅鉢形や注口土器は点数が少

ないため、参考程度に記すが、底部から口唇部に直線的に外傾したり、口唇部で内湾したりするよう

小笠原　雅　行：「最花式土器」雑感
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である。

　（３）文様：口縁部文様は、幅広の無文帯をもつものと縄文が施文されたものがあり、前者は胴下半

部まで沈線文が施文されたものに顕著に見られ、後者は縄文のみが施文されたものに圧倒的に多い。

器形との関連で言えば、広口壺形土器は前者が圧倒的で、深鉢形土器（折り返し口縁のものも含む）

には両者がある。また、前者では鈴木氏（鈴木１９９８）のいうように、地文施文後に沈線を加えるもの

と、磨消縄文が施文されるものがあり、磨消縄文が施文されるものは、大木９式土器の影響が強く感

じられる（詳細は別項）。馬淵川流域以南とそれ以北では採用される比率によって様相が異なるようで

ある。

　まず、無文帯をもつものであるが、無文帯の直下は刺突が巡るものとないものがある。また半円状

やリング状の突起がつくものもある。沈線文のモチーフは、縦方向の沈線での区画を基本とし、上部

で連結すれば逆Ｕ字状となる。これは八戸市西長根遺跡の調査成果の中で小笠原氏が述べているよう

に、最花式土器に層位的に先行する土器群の縦方向のモチーフを踏襲するものと見られるためである。

この逆Ｕ字状が密になれば逆Ｊ字状が横に連結した文様となり、さらにそれが離れて施文されれば、

「ステッキ」状となる。また、縦方向のバリエーションとしては、逆Ｕ字状（あるいは縦位）の沈線

の上にＵ字状を合わせたものや、Ｕ字状の両上端が渦巻き状となるもの、Ｕ字状が連結し波状となっ

たもの、上も閉じて楕円形状になったものなどがある。波状や楕円形状の沈線の内部には、刺突が加

わるものもある。地文は単節縄文の縦位回転が圧倒的である。

　無文帯をもたないものでは、折返口縁をもつものの中に顕著と言ってよいかと思われるが、無文帯

をもつものと同様の沈線文をもつものがある。しかし、それほど多いものではなく、地文のみが施文

されたものが圧倒的に多い。地文はやはり単節縄文の縦位回転が多い。

５　まとめ

　最花式土器は、他の型式に比べて、文様のバリエーションは少ないように感じられる。本型式の継

続期間の問題もあるが、逆に言えば画一的な文様で構成されていたことを示すものであろう。型式の

呼称の問題もあるが、中の平遺跡において「最花式土器」の代表的な器種である口縁部に幅広の無文

をもつ広口壺形が出土していないことも誤認（柳沢前掲）の要因になっているものと思われる。中の

平遺跡出土土器でこの型式内容が充足されるとも言い切れず、標識遺跡となっているむつ市最花貝塚

でも層位的な裏付けは難しい（むつ市教委１９８３）。型式内容を網羅できるだけの資料数や層位的な裏付

けと供伴関係の判断があれば別であるが、ほぼ同じ内容の土器群に異なる型式名を付与した結果とい

える。「最花式土器」と「中ノ平Ⅲ式土器」のどちらが正しい呼称かという問題は紙数の都合もあり深

入りしないが、先にも述べたとおり、前後型式に比べれば共通認識が得られており、型式として理解

しやすいものと思われる。
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図１　最花式土器（１）

第１図
１～３　山崎遺跡第８号住居跡（床面）
４～７　三内沢部（２）遺跡第２２号住居跡（床面）
８・９　富ノ沢（２）遺跡第７０号住居跡（床面）
１０～１８　富ノ沢（２）遺跡第１０２号住居跡（１０；床直、１１～１８；床面）　
１９～２１　富ノ沢（２）遺跡第２２３号住居跡（１９・２０；床面、２１；床直）



６０ 小笠原　雅　行：「最花式土器」雑感

図２　最花式土器（２）

第２図
１～３　野場（５）遺跡第１２号住居跡（１；炉、２・３；床面）
４～６　野場（５）遺跡第１５号住居跡（４・５；床面、６；炉底面）
７～１３　西長根遺跡第４号住居跡（７；床面、８；第９層、９；第８層、
　　　　１０・１１；第６・８層、１２・１３；第６層　大木９式との供伴）
１４～１８　松ヶ崎遺跡第１号竪穴遺構（１４・１５；第１層、１６～１８；第４層）
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青森県における余市式土器について
上　野　茂　樹　

１　はじめに

　　青森県における縄文時代中期後葉の土器編年については、現在でも様々な議論があり、それは円

筒土器が大木式土器の影響をどのように受け入れたかという観点から検討が進められてきたといえ

る。

　　土器様式の変化は、土器の変化にとどまらず、当時の文化の変化もうかがわせるものであるが、

なぜ南の土器文化の影響ばかりが目立ち、北からの土器文化の流れは目立ったものを見せていない

のであろうか。

　　ここでは、縄文時代中期後葉における、南の土器文化からの影響ではなく、北の土器文化からの

流れをかいま見る材料のひとつとして、青森県出土の余市式土器を概観してみたい。

２　余市式土器について

　　余市式土器は１９３５年（昭和１０年）に北海道余市町大谷地貝塚から発掘された資料に基づき形式設

定された。大沼忠春（大沼　１９９６）によると、器形は円筒形を基本とし、体部にくびれがあるもの

や底径に比べて口径の大きい深鉢型を呈するものもある。口縁は平縁で、底部は平底をなす。口縁

にそり折り返し状の貼付をめぐらす。体部にも数段の箍状に貼付をめぐらすのが特徴とされる。文

様は、全面に縄文を施すものがほとんどで、縄文には羽状縄文と斜状縄文のものがある。ほかに、

刺突文、縄線文、沈線文などが加えられているものもある。胎土は少量の繊維を含むものがあるが、多

くは含まれていないとされている。

　　編年的位置については、型式設定以降、中期後半に位置づけられていたが、津軽の山田野Ｂ式が

共伴することによって後期初頭とされるようになり、またそこから変更されてきているといえよう。

大沼（大沼　１９８９）では、それまで余市式土器群に含められていた（高橋　１９８１）ノダップⅡ式、

レンガ台式を余市式から分離し、それらの位置づけを中期末葉とした。そして、余市式は後期に属

し、６型式（余市式→小野幌式→伊達山式→タプコプ式・古→タプコプ式・新→手稲砂山式）に分

かれるものとされた。余市式に山田野Ｂ式が共伴することによって後期初頭とするもの（大塚・戸

沢編　１９９６）もあるが、山田野Ｂ式を大曲Ⅰ式とし、その位置づけを中期末とする（鈴木　１９９４・１９９６・

２０００）近年の見解によれば、余市式は中期末に位置づけられることになる。以上のように、余市式

の編年上の位置については、見解が統一されていないというのが現状であろう。

　　したがって、ここでは、本県の報告書のなかで余市式及び余市系並びに余市式の影響を受けたと

報告された土器を紹介することとする。

３　本県の状況

　　これまでに余市系土器及び余市系土器の影響を受けた土器の出土が報告されているのは、今別町

山崎遺跡（青森県教委　１９８２）、青森市長森遺跡（青森市教委　１９８５）、平舘村尻高（４）遺跡（青
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森県教委　１９８５）、六ヶ所村沖附（２）遺跡（青森県教委　１９８６）、青森市小三内遺跡（青森市教委

１９９４）である（図１）。

　　山崎遺跡からは、胴部半ばにふくらみをもつ深鉢型の土器が出土しており、中期末葉から後期初

頭に比定されている。文様帯を刺突文や沈線、０段多条の圧痕文で区画し、口縁部は無文、胴部に

は０段多条の斜縄文を施している。

　　長森遺跡からは、口縁部がゆるやかに外反する平縁深鉢形土器が出土している。条線文（縄線文

のことか？）と粘付文（貼付文のことか？）で文様を構成し、口縁部文様帯は２条１組の縄線文に

より形成されている。ボタン状の貼付を配し、その間を縄線文で結ぶ。胴部はＲＬの原体による単

節斜縄文が施され、底部にはスダレ状の痕跡が残る。胎土には砂粒を含んでいる。中期のものとさ

れている。

　　尻高（４）遺跡では、第２号特殊竪穴遺構の覆土と遺構外から円筒型深鉢形土器が出土している。

　表面には粘土紐がバンド状に数段巡らされており、胴部下半と口縁直下に多くみられる。全面にＬ

Ｒの原体による縄文が施されているが、表面は縦位回転、バンド上は横位回転されている。胎土に

は小礫・砂粒を含んでいる。中期の土器として分類、記述されているが、明確な時代決定について

は、共伴土器がないことから明言を避けている。

　　沖附（２）遺跡からは壺型土器が出土している。口頸部がやや内反し、体部下半が張り出してい

る。ＲＬの原体を縦位回転させ施文した後、胴部の張り出し部の下位に粘土帯を１条巡らせている。

粘土帯は指でなでて調整している。

　　小三内遺跡からは、第８号住居跡内の堆積土から深鉢形土器が出土している。口縁部がやや外反

し、胴部半ばがややふくらみをもつ。口頸部とふくらんだ胴部にバンド状の貼付を施したのちにＬ

Ｒの原体を横位回転させ、さらにバンド上に連続刺突が施されている。レンガ台式に比定されてお

り、共伴土器については堆積土からの出土のため特定していないが、最花式、大木１０式併行と見ら

れる土器が同じ堆積土内から出土している。

　　以上が筆者の目に触れた、県内から出土した余市系土器群である。大沼に従えば、山崎遺跡・沖

附（２）遺跡・小三内遺跡はレンガ台、長森遺跡はノダップⅡ式、尻高（４）遺跡が余市式土器に

比定できると思われる。

４　おわりに

　　本稿は余市式土器の編年を検討するのが目的ではないが、明確な共伴例がないことから、余市式

に対応する土器形式は明らかでない。また、出土例は５遺跡にとどまることから、中期後半におけ

る北海道の土器文化からの影響は、大木式土器の影響に比べるとかなり小さなものだったのではな

いかと考えられる。

　　気候の温暖化が終焉し、寒冷化が徐々に進行していく中で、なぜ北の土器文化より南の土器文化

がより多く受け入れられたのだろうか。南の土器文化にとって、寒冷化は誤差の範囲内だったのだ

ろうか。あるいは、自然環境の変化など問題にならない適応性の高い土器文化を確立していたのだ

ろうか。これらについては、今後の資料の増加を待ちながら、検討を進めていきたい。
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　　最後になるが、資料については成田滋彦氏から御教示賜った。記して感謝申し上げたい。
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図１　青森県出土の余市式土器
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